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『顕揚聖教論』の科文
A　Synopsis　of　The　*Aryadesana　Vikhyapana
　　　　　　　or　*Sasanodbhavana
早島 理・毛利　俊英＊
　この小稿は『顕揚聖教論』各章の解文を提示し，あわせてこの論書全体の構i成について
若干の考察を試みるものである。同論書を研究するための，基礎資料の一つなりと提供す
ることができれば幸いである。
　『顕揚聖教論』（大正　31，Nα1602）はインド大乗仏教喩学行唯識学派を代表する哲学
者無著（Asahga，　ca．　AD．375～430）の著書とされている。この論書は現在までのところ
遺憾ながらサンスクリット原典もチベット訳も存在せず，同じく無著造とされる『顕揚聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり教論頒』（同　Nα1603）とともに玄　訳にしか残存しない。またチベットの代表的な仏教
史学者でもあるプトソ（Bu　ston　Rin　chen　grub，　AD．1290～1364）の『仏教史』は，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ『顕揚聖教論』を無著に帰せられる七論書から除外している。これらのことは，しかしな
がら，この論書のインド選述を否定するものではない。なにがしかの問題を含みながらも
インド抄物を確認する幾つかの資料がこれまでの諸研究により明かにされていることもま
　　　　　　　ヨう
た事実である。
　このように漢訳にのみ残存する論書ではあるが，このテキストは響町行唯識学派の思想
を解明するための重要な資料として扱われてきている。この論書の重要性を端的に物語る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くののは，周知のように，同論書冒頭の帰敬偶である。先ずこの帰敬偶を引用する。
善逝善説妙三身
稽首次敬大慈尊
昔我無著從彼聞
囁事浄義成善巧
無畏無流謹教法
将紹種智法王位
今當錯綜地中要
無常苦空與無性
上乗真実牟尼子
無依世間所帰趣
顕揚聖教慈悲故
現観喩伽不思議
我今至誠先鐙禮
宣説喩伽師地者
文約義周而易暁
囁勝決択十一品
善逝・善説にして妙なる三身［の佛］と，無畏・無流の謹教である法と，上乗に
して真実なる牟尼子とに，我れ今誠を至して先ず鑛禮す。
稽首して次に大慈尊という，将に種唱法王位を紹ぐべく［者に］して，無依なる
世間の五趣する［者に］して，喩伽師の地を宣説する者に敬す。
昔，我れ無著は彼れ從り聞き，今當に地中の要を錯綜し，聖教を顕揚すべし。慈
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悲の故に，文約やかに義周ねく而して暁り易し。
［論構成は］繕事・義義・成善巧と，無常・苦・空・無性と，現観・喩伽・不思
議と，擾蛇革択との十一品なり。
　この帰敬譲（今は仮に七言四句薄樺とする）の個々の問題点についての論述は差し控え
たい。この帰敬重が無権本人の作であるとして，論及すべきは二点に絞られよう。
（1）最初の論点はこの帰敬偶に，弥勒（Maitreya）一無著（Asahga）というこの学派形成
　に係わる人名が，これまたこの学派の根本論書であるr喩伽師地論』ととれる名称とと
　もに掲げられていることである（第二偶a・d句，第三偶a句）。このことは，この学
　派の創始者としての弥勒（Maitreya）の史的実在性や，所謂「弥勒五論書」をめぐる，
　とりわけ『喩伽黒地論』の著者をめぐる論争などに直接関連するものである。したがっ
　てこの学派を思想史的な観点から論じる際の資料として，多くの場合この帰挙上が直接
　関接的に取り上げられてきている。
（2）第二点は，最初の論点とも有機的に関連するのであるが，この『顕揚聖教論』が「地
　中の要を錯綜し」（第三偶b句）たものであると明記されており，その「地」は『喩伽
　師地論』を指すと理解され得ることである。それ故両論書の個々の対応関係が指摘され
　また論じられてきている。
　　『顕揚聖教論』に関するこれまでの幾多の国章も上記の二視点のいずれかから，もし
　くはこの両者を関連させながら論じていると要約して大過ないであろう。しかしこのこ
　とは『顕揚聖教論』がこれらの視点を別にして価値がないことを意味しはしない。この
　論書は，同じく無著の著作である『掻大乗論』（ル勉擁y伽αS碗g㍑加）や『阿毘達磨集論』
　（・肋雇4勿7物α8日目z％coαッのなどとともに，哲学者無尽自身の思想を，あるいは同学派の
　思想を伝えるものとして，またその思想解明の貴重な資料としても扱われてきている。
　事実この学派の重要論書である『大乗荘厳経論』（」砿娩の励σ3耐繍θ伽∂勿や『中辺分
　別論』（1吻4勿伽伽羅δ8の，あるいは『掻大乗論』を論じる際には必ずと云ってよい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらう　程にこの『顕揚聖教論』の関連個所が指摘され引用されてきているのである。
　　ところがこのように喩予行学派にとって大事なテキストでありながら，不思議なこと
　に『顕揚聖教論』の思想内容それ自体に関わる研究論文が少ないのもまた事実である。
　また遺憾なことに，『国訳大蔵経』や『国訳一切経』などの諸国訳（漢文書き下し）中
　にこの『顕揚聖教論』は含まれていないほどである。『顕揚聖教論』についてのかよう
　な状況が何に由来するのか定かではない。従来の優れた諸論致をふまえ，それらに立脚
　しながら『顕揚聖教論』の更なる研究が望まれる所以である。
　　本稿では先ず『顕揚聖教論』の概要を鳥瞼することから始めたい。我われはこの論書
　についての「大綱」をすでに有している（〔宇井　33〕）。またこの論書の第二章「掻浄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　義品」と第四章「成無常品」とに関する詳細な難文をも承知している。さらに近年の中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり　国の仏教学者がこの論書に関する優れた論致を発表していること，また中国出版（民国
　25年）の漢訳大蔵経r蔵要』版のr顕揚聖教論』が論全体の科文を冒頭に掲げ，割註の
　かたちで各柴内の主題を明記していることも承知している。これら先学の成果に依拠し
　つつ，主にr蔵要』版r顕揚聖教論』の割註を踏襲して以下に同論書の照影を掲載する。
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　戦前の支那内学院より民国25年（1936）10月に出版された欧陽即題編『顕揚聖教論』
（「蔵垣」第三輯第十六種）は「宋思渓版」に基づき，「高麗版」を参照しつつ校訂出版
したものである。このテキストは裏表紙に「顕揚聖教論大取」を掲げ，脚注には『喩伽
論』（時には「阿含」）の対応箇所を指摘する。そして，テキストの行間には編者の理解
を割註のかたちで挿入する。この割註には論述内容のランクに応じて番号が付せられ，
このテキストを読む者にはr顕揚聖教論』の論述展開が追い易いようになっている。し
たがって編者の付した割註を抽出し再構成すれば，r顕揚聖教論』のある種の申文がで
きあがることになる。r顕揚聖教論』全体の科文すら提示されていない研究状況を鑑み，
『蔵要』版『顕揚聖教論』に基づき筆老なりの理解のもとに章ごとの科文を提出する。
　さて上述の如く『蔵要』版『顕揚聖教論』はその冒頭に次のような馳駆構造の概略を
掲げる（右端は『蔵要』，大正大蔵経の該当頁数で筆者が補ったもの，以下同様）。
「顕揚聖教論大軍」
A　総叙縁起
B　正明喩伽
B－1
B－1－1
B－1－2
B－2
B－2－3
B－2－4
B－2－4－1
B－2－4－2
B－2－4－3
B－2－4－5
B－2－5
B－2－5－1
B－2－5－2
B－3
B－3－1
B－3－2
C　帰結五地
一　聞持
二　修行
三　思澤
知法九事
知義四相
先成所縁
次成加行
後成趣人
先簡不可思議
後最勝決揮
初無常遍知
次苦遍知
三空遍知
四無性遍知
果現観
因喩伽
擾事品一
擾事義品二
成善巧品三
成無常品四
成苦品五
成空品六
成無性品七
成現観品八
成喩伽品九
1a，480　b
1a，480　b
48b，502a
137a，545a
143b，547c
151b，551　a
157a，553b
166a，557b
173a，560b
180a，563b
成不思議君寵　　　181b，564　c
i囁勝決i澤品十一　　184a，564　c
　　　　　　　　　184a，564c
　『蔵要』版による『顕揚聖教論』全般の科文の特色は，（1）この論書全体が「聞・思・修」
の体系からなると理解したこと，及び（2）佛陀が説かれた「聖教」を宣説・明示（「顕揚」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
するこの論書の思想体系が「五［喩伽］地」すなわち「持adhara・住adhana・明aloka・鏡
adar§a・依aSraya」の修行階梯に要約されることを明記したことであろう。第一の論点の
詳細は改めて論じることにする。これらの点に留意しつつ各章の科文を製作しよう。
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　科文作製の基準は次の如くである。①原則としてr要蔵』版割註を踏襲する。②偶頒，
咀柁南の数え方もr蔵要』版のそれに従う。③項目の選択・ランク付，項目順を明示する
番号数などは筆者の理解に基づく。④論全体における各章の位置付は側臥の後に明記する。
必要に応じて上掲「顕揚聖教論大壷」を参照されたい。⑤上掲「大竃」同様，r蔵要』，大
正大蔵経の該当頁数と，⑥r強要』及び〔談玄〕，〔上村32〕，〔向井79〕，〔勝呂89〕
に基づき対応する『喩伽論』の巻数とを右端に提示する（なお　＊印の巻数は筆者が記入
したものである）。
A 総叙縁起　　（帰敬偶4偶） vo1．1，1a，480　b
【囁事品第一】B　正明喩伽　1聞持　1
手法九事＜ka．1－1＞
1
1－1－1
1－1－2
1－1－3
1－1－4
1－1－5
1－2
2
2－1
2－2
3
3－1
3－2
3－3
4
4－1－1
4－1－2
4－1－3
4－1－4
4－1－5
4－1－6
4－2
5
5－1－1
5－1－2
5－2
6
6－1
知法九事
一切事有五〈ka．1－2ab＞
　　　　心法（8）
　　　　心所法㈹
　　　　色法⑮
　　　　不相鷹行法㈱
　　　　無爲法（8）
　　別繹法相義
界事有二くka．1－2cd＞
　　欲等三界
　　三千世界
雑染事有三〈ka．1－3ab＞
　　煩悩雑染
　　業旧染
　　生旧染
四諦事三六〈ka．1－3　c＞
　　　　世俗諦
　　　　勝義諦
　　　　三諦
　　　　集諦
　　　　滅諦
　　　　道諦
　　別繹聖諦義
過度事有二種八〈ka．1－3　d＞
　　　　世間初旬慮乃至非想非非想庭
　　　　出世間初静慮乃至非想非非想慮
　　別繹面相四門
畳事事有二十八
　　悪念住〈ka．1－4ab＞
vo1．1，1a，480bI
　　　la，480b
　　　lb，480b
　　　2a，480　c
　　　6b，483　a
　　　8b，484　a
　　　9a，484　b
　　　9b，484　c
　　　9b，484　c
　　　9b，484　c
　　10a，485a
　　10b，485a
　　lla，485a
　　llb，485b
　　llb，485b
vol．2，12a，485　c
　　12a，485c
　　l2a，485　c
　　12a，485c
　　12b，485c
　　12b，485c
　　12b，486a
　　13a，486a
　　　13a，486a
　　　13a，486a
　　　13b，486a
　　　13b，486b
　　　17b，488b
　　　17b，488b
［喩伽論コ
1～3
1，51
3，55，58
27，53，54
52
53，77
43
2
8
27，55
11，12，43
28，29
6－2
6－3
6－4
6－5
6－6
6－7
6－8
6－9
6－10
6－11
6－12
6－13
6－14
6－15
6－16
6－17
6－18
6－19
6－20
6－21
6－22
6－23
6－24
6－25
6－26
6－27
6－28
6－29
7
7－1
7－2
7－3
7－4
7－5
7－6
7－7
7－8
7－9
7－10
7－11
四正善
四神足
五根
五力
量遍毘支
八聖道支
十種智　＜ka．1－4cd＞
三解脱門
四種整
理法　
止観
四居庭〈ka．1－5＞
四種依
獲心
悲患
十種法行
七種通達
十地
十波羅蜜多
四種菩薩行＜ka．1－6＞
四掻事
陀羅尼
三摩地
五無量作意
r顕揚聖教論』の科文
　　七種遍満眞如作意〈ka．1－7＞
　　半解不思議
　　廣大阿世耶
　　結綿
補特伽羅事有十一
　　随信行等七種賢聖＜ka．1－8＞
　　回流無向等八
　　団七返等
　　退去等田無學果
　　軟根等七種〈ka．1－9＞
　　在俗
　　掌理乗等三
　　可罰・不可救〈ka．1－10＞
　　入方便等九
　　生差別故二
　　由諸職三鷹知十三種
18a，488b
18b，488c
19b，489a
19b，489b
19b，489b
20a，489b
21a，489c
21b，490a
22a，490b
22a，490b
22a，490b
22b，490b
22b，490c
23a，490c
23b，491a
23b，491　a
vo1．3，24　b，491　b
　　25a，491　b
　　25b，492a
　　27a，492b
　　27a，492c
　　27a，492c
　　27b，492c
　　27b，492c
　　29a，493b
　　29b，493b
　　29b，493c
　　29b，493c
　　29b，493c
　　29b，493c
　　30a，493c
　　30b，494a
　　31a，494b
　　31b，494b
　　32a，494c
　　32a，494c
　　32b，494c
　　32b，495a
　　32b，495a
　　33a，495a
34
28，74，
26
45
45
35，40
44
74
64
78
78
49
43
45
12，45
46
77
77
77
21，26，64
55
56
8
8－1－1
8－1－2
8－1－3
8－1－4
8－1－5
8－1－6
8－1－7
8－1－8
8－1－9
8－2
9
9－1
9－1－1
9－1－2
9－1－3
9－1－4
9－1－5
9－1－6
9－1－7
9－1－8
9－2
9－2－1
9－2－2
9－2－3
9－2－4
9－2－5
9－2－6
9－2－7
9－2－8
9－2－9
9－2－10
9－2－11
9－2－12
9－2－13
10
10－1
10－2
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果事有八
　　　　五種果断〈ka．1－11＞
　　　　九遍照
　　　　九種清興
　　　　四謹浮
　　　　四沙門果
　　　　三種界
　　　　三種菩提
　　　　十無學法
　　　　結敷
　　別繹断裂五星〈ka．1－12，13＞
功徳事有二十
　　共法身類
　　　　四無量〈ka．1－14＞
　　　　八解脱
　　　　八勝庭
　　　　十遍虚
　　　　無謹
　　　　妙願智
　　　　四無擬解
　　　　六神通
　　不共法十二類
　　　　三十二大丈夫相〈ka．1－15＞
　　　　八十種好
　　　　四一切相清浄
　　　　如来十力
　　　　四無畏
　　　　三不護
　　　　三念住
　　　　永断諸習気
　　　　無忘失妙法〈ka．1－16＞
　　　　如来大悲
　　　　十八不精仏法
　　　　一切種妙智
　　　　指廣
総科簡
　　敷序決定＜ka．1－17～19＞
　　思量法門〈ka．1－20＞
　　法門四十五門〈uds．1－1～4＞
　　　　初碩十二門〈ud．1－1＞
俊英
　　33b，495b
　　33b，495b
　　34a，495b
　　34a，495c
　　34b，496a
　　35a，496a
　　35b，496a
　　35b，496b
　　35b，496b
　　35b，496b
　　35b，496b
vol．4，37　b，497　a
　　37b，497a
　　37b，497a
　　38b，497b
　　38b，497c
　　40a，498a
　　40a，498b
　　40b，498b
　　40b，498b
　　40b，498b
　　41a，498　c
　　41a，498c
　　41a，498c
　　41b，498c
　　41b，499a
　　42a，499a
　　42b，499b
　　42b，499b
　　42b，499b
　　43a，499b
　　43a，499b
　　43a，499c
　　43b，499c
　　43b，499c
　　43b，499c
　　43b，499c
　　44b，500a
　　44b，500b
59
57
94
64
29
27
13
34
59
11，12
11，12
11，12
11，12
69
69
45
37
49，50
50
5，50
13
10－2－1
10－2－2
10－2－3
10－2－4
10－2－5
10－2－6
10－2－7
10－2－8
10－2－9
10－2－10
10－2－11
10－2－12
10－2－13
10－2－14
10－2－15
10－2－16
10－2－17
10－2－18
10－2－19
10－2－20
10－2－21
10－2－22
10－2－23
10－2－24
10－2－25
10－2－26
10－2－27
10－2－28
10－2－29
10－2－30
10－2－31
10－2－32
10－2－33
10－2－34
10－2－35
10－2－36
10－2－37
（1）句
（2）迷惑
（3）戯論
（4）住
（5）眞實
（6）浮
（7）妙
（8）寂静
（9）性
㈹道理
ω假施設
⑫現観
『顕揚聖教論』の科文
次頬十四門〈ud．1－2＞
⑬方所
⑭位
⑮分別
㈹作
⑭執持
⑯増
⑲減
㈲闇
㈲語
㈲下下
㈲上
㈱遠離
㈲轄
㈲藏護i
三男九門＜ud．1－3＞
鋤簡澤
㈲現行
㈲随眠
㈹相屡
⑳諸相擾
同相鷹
㈹説
㈱男持
㈹次第
四壁専門〈ud．1－4＞
㈲所作
eの境
44b，500b
45b，500c
46a，500c
46a，500c
46a，500c
46a，500c
46a，500c
46a，500c
46a，500c
46a，501　a
46a，501a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46a，501　a
46b，501　b
46b，501　b
46b，501　b
46b，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
57
58
10－2－38
10－2－39
10－2－40
10－2－41
10－2－42
10－2－43
10－2－44
10－2－45
10－3
　　㈲喩伽
　　㈲奢摩地
　　㈹観
　　㈹諸作意
　　㈹教授
　　㈹徳
　　㊥菩提
　　㈲聖教
修行法門〈ka．21＞
早島　理・毛利俊英
47a，501　b
47a，501　b
47a，501　b
47b，501　c
47b，501　c
47b，501　c
47b，501　c
47b，501　c
47b，501　c　　　64
【撮浄義品第二】B
知義四相
正明喩伽　1　聞持　2知義四相
1　　　最：勝相〈kas．2－1，2＞
1－1　　　　初回勝軍共
1－2　　　　次清浄不興
2　　　自膿相
2－1　　　　　　　総標四諦　〈ka．2－3＞
2－2　　　　略繹〈ka．2－4＞
2－3　　　　廣成
2－3－1　　　　　寺門善巧夙成俗〈ka．2－5＞
2－3－2　　　　　五類差別以説眞〈k巨．2－6＞
2－3－3　　　　　別成三性〈ka．2－7＞
3　　　清浄相
3－1　　　　弾唄四法〈ka．2－8＞
3－1－1　　　　　聞十二分教
3－1－2　　　　　三最勝帰依
3－1－3　　　　　三半
3－1－4　　　　　三菩提
3－2　　　　分別廣成〈ka．2－9＞
3－2－1　　　　　聞六年分別
3－2－2　　　　　帰三門分別
3－2－2－1　　　　　　初門（成就）
3－2－2－2　　　　　　次門（建立）
3－2－2－3　　　　　　三門（差別）
3－2－3　　　　　學十二門分別
3－2－3∴1　　　　　　初門（差別分別）
3－2－3－2　　　　　　権門（生起分別）
3－2－3－3　　　　　　三門（韓異分別）
3－2－3－4　　　　　　四門（能治所治分別）
3－2－3－5　　　　　　五門（能引増上生決定勝分別）
vol．5，48　b，502　a
　　48b，502a
　　48b，502a
　　49a，502　a
　　50b，503a
　　50b，503a
　　50b，503a
　　51a，503a
　　51a，503a
vol．6，59　a，507　a
　　61b，508a
　　62b，508c
　　62b，508c
　　62b，508c
　　63b，509b
　　63b，509b
　　63b，509b
　　63b，509b
　　63b，509b
　　66b，510c
　　66b，510c
　　67b，511b
　　68a，511c
vo1．7，69　a，511c
　　69a，512a
　　71b，513a
　　72a，513b
　　72a，513b
　　72a，513b
［喩伽論］
28
64，77
92
53～56
36，72，73
74
78
25
28
13，45
74
64
64
22，28，33
27，28
28
28
28
3－2－3－6
3－2－3－7
3－2－3－8
3－2－3－9
3－2－3－10
3－2－3－11
3一一2－3－12
3－2－4
3－2－4－1
3－2－4－2
3－2－4－3
3－2－4－4
3－2－4－5
4
4－1
4－2
4－2－1
4－2－2
4－2－3
4－2－4
4－2－4－1
4－2－4－2
4－2－4－3
4－2－4－4
4－2－4－5
4－2－4－6
4－2－4－7
4－2－4－8
4－2－4－9
4－2－4－10
4－2－4－11
4－2－4－12
4－2－4－13
4－2－4－14
4－2－4－15
4－2－4－16
4－2－4－17
弁教相
『顕揚聖教論』の科文
　　六界（順法分法）
　　七半（補特伽羅分別）
　　八門（下中上分別）
　　九門（喩伽分別）
　　櫓門（作意分別）
　　十一門（平岸分別）
　　十二門（問答分別）
菩提五門分別
　　初門（種姓）
　　次門（方便）
　　三門（時）
　　四門（謹寛）
　　五平（解脱）
総標七三〈ka．2－10＞
随類別繹
　　聖行四種
　　無上乗五種
　　大菩提五種
　　功徳二十七種
　　　　初七〈ud．2－1＞
　　　　（1）特殊
　　　　（2）非特殊
　　　　（3）平等心
　　　　（4）利益
　　　　（5）報恩
　　　　（6）欣譜
　　　　（7）方便行
　　　　四六〈ud．2－2＞
　　　　（8）不顛倒方便
　　　　（9）退堕
⑩勝進
⑪相似功徳
⑫實功徳
㈹善調伏有情
十五〈ud．2－3＞
⑭諸菩薩受記
⑯堕於決定敷
㈹劇作
⑰常一作
72a，513b
72b，513c
73a，513c
73a，513c
73b，514a
76a，515b
76a，515b
78a，516b
78a，516b
78a，516b
78a，516b
78a，516b
78b，516c
vo1．8，79　a，516c
　　79a，516c
　　79a，516c
　　79a，516c
　　79b，516c
　　79b，517a
　　80b，517c
　　80b，517c
　　81a，517c
　　81a，517c
　　81b，518a
　　81b，518a
　　82a，518a
　　82a，518b
　　82a，518b
　　82b，518b
　　82b，518b
　　83a，519a
　　83a，518c
　　83a，518c
　　83a，518c
　　83a，518c
　　83b，518c
　　83b，519a
　　83b，519a
　　84a，519a
　　84a，519a
28
28
33
22
42
49
13
74
46
59
60
4－2－4－18
4－2－4－19
4－2－4－20
4－2－4－21
4－2－4－22
4－2－4－23
4－2－4－24
4－2－4－25
4－2－4－26
4－2－4－27
4－2－5
4－2－5－1
4－2－5－2
4－2－5－3
4－2－5－4
4－2－5－5
4－2－5－6
4－2－5－7
4－2－5－8
4－2－5－9
4－2－5－10
4－2－5－11
4－2－5－12
4－2－5－13
4－2－5－14
4－2－5－15
4－2－5－16
4－2－5一一17
4－2－6
4－2－6－1
4－2－6－2
4－2－6－3
4－2－6－4
4－2－6－5
4－2－6－6
4－2－6－7
4－2－6
4－2－6－1－1，2
4－2－6－1－3
早島　理・毛利俊英
　　⑱最勝法
　　後九〈ud．2－4～5＞
　　⑲諸施設建立
　　⑳一切法尋思
　　⑳甲羅遍智
　　吻諸無量
　　㈲宣説果利益
　　㈲大乗性
　　㈲掻
　　㈲菩薩十鷹知
　　㈲建立諸名号
異論十六種〈ud．2－6～8＞
　　因中有果論
　　従縁顯興野
　　去来實有罪
　　中耳論
　　計常論
　　宿明因論
　　自在等作者論
　　害爲正法論
　　邊早牛論
　　不死軍畑論
　　無因見論
　　断見論
　　空見論
　　妄挙最勝論
　　妄計清浄論
　　妄計吉祥論
　　総結
論法七種〈ud．2－9＞
　　論膣性
　　論留所
　　論所依
　　論荘厳
　　論堕負
　　論出離
　　論多所作法
繹七種〈ud．240，11＞
　　　　初二（膣・繹）
　　　　師
84a，519a
84a，519b
84b，519b
85b，519c
85b，519c
85b，519c
87ゴa，520c
87a，520c
87b，520c
87b，521　a　　　40
88a，521　a
　vol．9，88　b，521　b
　　　89a，521b
　　　89b，521　c
　　　90b，522b
　　　92b，523b
　　　96b，525b
vQl．10，99　b，526　c
　　　100b，527a
　　　101b，527c
　　　102a，528a
　　　102b，528b
　　　103a，528b
　　　103b，528c
　　　104a，529a
　　　105b，529c
　　　106b，530a
　　　107b，530c
　　　108a，531　a
vol．11，108　b，531　a
　　　108b，531a
　　　109b，531　c
　　　109b，531　c
　　　114b，534a
　　　115b，534b
　　　116b，535a
　　　117b，535b
vo1．12，118a，535　c
　　　118a，535c
　　　125b，539c
6，7
＊54
15
81，82
4－2－6－1－4
4－2－6－1－5
4－2－6－1－6
4－2－6－1－7
4－2－6－2
5　　　五総結
【成善巧品第三】B
先成所縁
1
2
3
3－1
3－2
3－3
3－4
3－5
3－6
3－7
4
【成無常品第四】B
次成加行
1
1－1
1－1－1
1－1－2
1－2
1－2－1
1－2－2
1－2－2－1
1－2－2－2
1－2－2－3
1－3
1－3－1
1－3－2
1－3－3
1－3－4
1－3－5
1－4
　　説衆
　　聴
　　讃佛下略
　　學勝利
別明六相
『顕揚聖教論』の科文
　　　　　　正明喩伽　2修行
標七善巧　＜ka．3－1＞
遣愚建立　　〈kas．3－2～10＞
分別釈義
　　系藍　　　　＜kas．3－11，12＞
　　界〈kas．3－13，14＞
　　塵　　　　〈kas．3－15，16＞
　　縁起　〈kas．3－17，18＞
　　庭夢F庭；〈kas．3－19，20＞
　　根〈kas．3－21，22＞
　　諦　　　　　〈kas．3－23；24＞
総二十三種差別〈ka．3－25＞
　　　　　　正明喩伽　2修行
　総標苦諦四遍智　随次成四
初無常
　　建立無常相　　〈ka．4－1＞
　　　　膿性差別くkas．4－2～4＞
　　　　三相所撮＜ka．4－5＞
　　決澤餌議
　　　　無常皆苦義〈ka．4－6＞
　　　　刹那無常義
　　　　　　群行随心起〈ka．4－8＞
　　　　　　三因成立＜ka．4－7＞
　　　　因滅不待因〈kas．4－9～11＞
　　　　因先後攣異〈ka．4－12＞
対破常執
　　我常不成　　〈ka．4－13＞
　　自在常不成　　〈ka．4－14＞
　　自性常不成　〈kas．4－15，16＞
　　極微常住不成〈ka．4－17＞
　　寛常不成　　〈ka．4－18＞
繹成遍知
　　　125b，539c
vol．13，127　a，540　a
　　　128b，541　a
　　　130a，541　c　　　86
　　　136a，544c
　　　136a，544c
vol．14，137　a，545　a
　　　137a，545a
　　　137a，545a
　　　139a，545c
　　　139a，545c
　　　139b，546a
　　　139b，546a
　　　140a，546b
　　　140b，546b
　　　141a，546c
　　　141b，547a
　　　142a，547a
vo1．14，143　b，547　c
　　　143b，548a
　　　143b，548a
　　　143b，548a
　　　145a，548c
　　　145b，548c
　　　145b，548c
　　　145b，548c
　　　146a，548c
　　　146a，549a
　　　147a，549b
　　　147a，549b
　　　147a，549b
　　　147b，549c
　　　148a，549　c
　　　148b，550a
　　　149a，550b
　　　149b，550b
61
　『喩伽論』
57
27，53～
55
　『喩伽論』
34，46，52，67，81，86
＊6
＊7
＊6
62
1－4－1
1－4－1－1
1－4－1－2
1－4－1－3
1－4－1－4
1－4－2
1－4－2－1
1－4－2－2
1－4－2－3
簡愚
明智
早島　理・毛利俊英
恥曝而罪囚　くka．4－19＞
無常而不知　〈ka．4－20＞
於無常計常　〈ka．4－21＞
有爲相非刹那〈ka．4－22ab＞
趣入二因　　〈ka．4－22cd＞
智膿六種　　＜ka．4－22ef＞
縁起四道理　　〈ka．4－23＞
149b，550b
149b，550b
149b，550b
150a，550c
150a，550c
150b，550c
150b，550c
150b，550c
150b，551　a
【成苦品第五】B　正明喩伽　2　修行
次成加行　総標苦諦四遍智
1　　　次苦
1－1　　　　建立苦相
1－1－1　　　　　諸苦通相　　〈ka．5－1＞
1－1－2　　　　　三苦差別　　〈kas．5－2～6＞
1－1－3　　　　　五十五苦差別〈kas．5－7，8＞
1－1－4　　　　　二諦差別　　　〈kas．5－9，10＞
1－1－5　　　　　八苦差別　　〈kas．5－11，12＞
H－6　　　　　三世差別　　〈ka。5－13＞
1－2　　　　繹成手知
1－2－1　　　　簡愚
1－2－1－1、
1－2－1－2　　　　　　由四種因起呼忘失
1－2－1－3　　　　　　由四種因無功用轄
1－2－1－4　　　　　　由四種因起呼顛倒
1－2－1－5　　　　　　由不了別五因故起
1－2－2　　　　　明智〈kas．5－19，20＞
vo1．15，151　b，551　a
　　　151b，551　a
於實有苦境厚臼擬轄1〈ka．5－14＞
〈ka．5－15＞
〈ka．5－16＞
＜ka．5－17＞
〈ka．5－18＞
151b，551　a
151b，551　a
153a，551　c
154a，552a
154b，552b
155a，552b
155a，552c
155a，552c
155a，552c
155b，552c
155b，552c
155b，552c
156a，552c
156b，553a
r轡型論』
15，27，66，70
44
61
【成品品第六】B　正明喩伽
次成加行　総標苦諦四遍智
1　　　　二，
1－1
1－1－1
1－1－2
1－1－3
1－2
1－2－1
1－2－1－1
1－2－1－2
2　修行
空
建立空相
　　自相　　　　〈ka．6－1＞
　　深相　　　　〈ka．6－2ab＞
　　別相　　　　＜ka．6－2cd＞
対破我執
　　依纏執我不成
即離及非〈ka．6－3＞
住中　　＜ka．6－4＞
vol．15，157　a，553　b
　　　157a，553b
157a，553b
157b，553c
157b，553c
158　a，553　c
158a，553c
158a，553　c
158b，554a
90
77
65
『喩伽論』
1－2－2
1－2－2－1
1－2－2－2
1－2－2－3
1－2－3
1－2－3－1
1－2－3－2
1－2－3－3
1－2－3－4
1－2－3－5
1－3
1－3－1
1－3－2
1－3－3
1－3－4
1－3－4－1
1－3－4－2
【成無性品第七】B
平成加行　総標苦諦四遍智
1
1－1
1－1－1
1－1－2
1－1－2－1
1－1－2－2
1－1－2－3
1－1－3
1－1－3－1
1－1－3－2
1－1－3－3
1－1－4
1－1－4－1
1－1－4－2
1－2
1－2－1
1－2－2
1－2－3
1－2－4
四、無性
　　　　　　　　　　『顕揚聖教論』の科文
　　見聞等執我不成
　　　　爲膣　　　〈kas．6－5，6＞
　　　　爲業　　〈ka．6－7＞
　　　　爲具　　〈kas．6－8，9＞
　　與難執我不成
　　　　無我有染浄　　〈ka．6－10＞
　　　　無我有堅作脱〈ka．6－11＞
　　　　無我有韓還　〈kas．6－12，13＞
　　　　無我有名想　〈kas．6－14，15＞
　　　　無我起有情畳〈≧a・・6－16・17＞
繹成遍知
　　初番明所治我見　　〈ka．6－18＞
　　初給明能治十六空〈ka．6－19＞
　　初番明所断六甲　　〈ka．6－20＞
　　次番明能半日修
　　　　初智　　　〈ka．6－21＞
　　　　後鞘　　　　〈ka．6－22＞
　　　　正明喩伽2修行
建立無性相
　　総説性與無性　　　　　〈kas．7－1，2＞
　　別成遍計性
　　　　名義互爲客無禮　＜kas．7－3～6＞
　　　　遍計不同而性差別〈ka．7－7＞
　　　　八分別学因生三事〈kas．7－8，9＞
　　別成依他性
　　　　因果可得而有　　〈ka．7－10＞
　　　　相鹿重互緑爲相　　〈ka．7－11＞
　　　　不定有無岸壁俗習〈kas．7－12，13＞
　　別成円成實性
　　　　勝義諦爲自性　　〈kas．7－14，15＞
　　　　由勝義而無性　　〈kas．7－16，17＞
繹成遍知
　　所遮法難出生執因　　　〈ka．7－18＞
　　離執黒浄即是韓依　　〈kas．7－19，20＞
　　由四道理韓依不可思議〈ka．7－21＞
　　轄依差別三智最勝
159a，554a
159a，554a
159b，554b
159b，554b
160a，554c
160a，554c
160b，554c
160b，554c
161a，555a
161b，555b
162a，555b
162a，555b
162b，555c
163b，556a
163b，556a
163b，556a
6
75
vo1．16，165　a，556　b　　　　67
vol．16，166　a，557　b
　　　166a，557b
166a，557b
166b，557b
166b，557b
167b，558a
168b，558b
169b，558c
169b，558c
170a，559a
170a，559a
170b，559a
170b，559a
171a，559b
171　b，559b
171b，559b
171b，559c
172a，559c
〈kas．7－22，23，24＞172　b，560　a
63
r喩伽論』
73，74
＊64
36
27
64
【成現観品第八】B　正明喩伽
後成趣　1　巽町観
1
1－1
1－1－1
1－1－2
1－1－3
1－1－4
1－1－5
1－1－6
1－1－7
1－2
1－2－1
1－2－2
1－2－3
1－2－4
1－2－5
早島　　理・毛利　俊英
2　修行
果現観
　　専門照照
　　　　三界事三所観＜ka．8－1＞
　　　　出世智爲能観〈ka．8－2＞
　　　　欲界人天承観〈k盃，8－3＞
　　　　三乗能入而唯心無我〈kas．8－4～6＞
　　　　菩提分爲入次第〈kas．8－7～8＞
　　　　見回断惑爲正月位〈kas．8－9，10＞
　　　　簡揮究寛決定爲入相〈kas．8－11～13＞
　　早成修次
　　　　三類次第掻帰三浄〈kas．8－14～16＞
　　　　念住加年漸次入観〈kas．8－17～19＞
　　　　正入断惑平等意楽〈kas．8－20～23＞
修道後押浄智究寛〈ka．8－24＞
因修勝利旧観差別〈ka．8－25＞
【吟興伽品第九】B　正明喩伽　2　修行
後成趣　2　朝日伽
1　　　果喩伽
1－1　　　　総挙般若爲膿　　　〈ka．9－1＞
1－2　　　　別i澤一切一切種義〈ka。9－2＞
1－3　　　　別繹無分別義　　　〈kas．9－3，4＞
【成不思議品第十】B
無断不思議
1
2
2－1
2－2
2－3
2－4
2－5
2－6
2－7
正明喩伽　3思置
総説九不思議因縁得失〈kas．10－1，2＞
別明
　　不思我　　　〈ka．10－3＞
　　不旧情器世界〈ka．10－4＞
　　不思業報　　〈ka．10－5＞
　　不思定境佛境〈ka．10－6＞
　　不思無記事　　〈ka．10－7＞
　　思不三徳失　〈kas．10－8，9＞
　　重囲因成　　　〈ka．10－10＞
【囁勝決澤品第十一】B
後最勝決議澤
正明喩伽　3思澤
vo1．16，173　a，560　b
　　　173a，560b
　　　173a，560b
　　　173b，560b
　　　173b，560b
174a，560b
174b，560c
175a，561　a
175a，561　a
176a，561　b
176a，561　b
176b，561　c
vol．17，178　a，562　a
　　　179a，562b
　　　179a，562c
r喩伽論』
34，55，71，95
vol．17，180　b，563　b　　　　28
　　　180b，563b
　　　l80b，563b
　　　181a，563b
vol．17，181　b，563　c
　　　181b，563c
　　　182b，564a
　　　182b，564a
　　　182b，564a
　　　183a，564b
　　　183a，564b
　　　183b，564b
　　　183b，564b
　　　184a，564c
vol．17，184　a，564　c
『喩伽論』
　『喩伽論』
25，64
『喩伽論』
1
2
2－1
2－1－1
2－1－1－1
2－1－1－2
2－1－1－3
2－1－1－4
2－1－1－5
2－1－1－6
2－1－1－7
2－1－1－8
2－1－1－9
2－1－1－10
2－1－2
2－1－2－1
2－1－2－2
2－1－3
2－1－3－1
2－1－3－2
2－1－3－3
2－1－3－4
2－1－3－5
2－1－3－6
2－1－3－7
2－1－3－8
2－1－4
2－1－4－1
2－1－4－2
2－1－5
2－1－5－1
2－1－5－2
2－1－5－3
2－1－5－4
2－1－5－5
2－1－5－6
2－1－6
2－2
2－2－1
2－2－2
総明十相〈ka．11－1＞
別詳九三
　　一切事決澤中
　　　（1）心有十義
（1～4）’
『顕揚聖教論』の科文
　　　心性二類義〈ka．11－2＞
　　　八相早手頼耶義〈ud．11－1＞
　　　世相建立頼耶義〈ud．11－2＞
　　　平縁建立差別義〈ka．11－3＞
　　　憎相難了義
　　　三粋事縛i義〈ka．11－4＞
　　　六種散乱義〈k巨．11－5＞
　　　十五種安住義
　　　六種縁子等
　　　多種所治義
　（2）心所有二義
　　　縁1同業別義　　〈ka．11－6＞
　　　五遍行勝業義〈ka．11－7＞
　（3）色有八型
　　　香味歌唱義　　〈ka．11－8＞
　　　大造隅隅義
　　　極微早早義
　　　七野寺實義
　　　微随和合義　〈ka．11－9＞
　　　随心善悪義
　　　擾帰三相想義
　　　十二法青色義
　（4）不相鷹行有二義　　〈ka．　f1－10＞
　　　六種假有義
　　　二子成平野
　　三等因性有六義〈ka．11－11＞
　　　同類等五非因義
　　　二種如理因義
　　　幾等五種因州義
　　　十五種結界義
　　　因縁果差別義
　　　因等建立義
　（5）無爲一考義　　＜ka．11－12＞
界決手六義
十二相差別義〈ka．11－13＞
能所一差別義
184a，564c
184b，565a
184b，565a
184b，565a
185a，565a　　　63
185a，565a　　　51
186b，565c
vo1．18，191　a，568　a
　　　191a，568a
　　　191b，568a
　　　191b，568b
　　　192a，568b
　　　192b，568c
　　　192b，568c
　　　193a，568c
　　　193b，568c
　　　193a，569a
　　　193b，569a
　　　193b，569a
　　　193b，569a
　　　193b，569a
　　　193b，569a
　　　193b，569a
　　　194a，569a
　　　194a，569a
　　　194a，569a
　　　l94a，569b
　　　194a，569b
　　　195b，570a
　　　195b，570a
　　　195b，570a
　　　196a，570a
　　　196a，570a
　　　197a，570c
　　　197a，570c
　　　198a，571　a
　　　200a，572a
　　　200b，572b
　　　200b，572b
　　　201a，572b
3
69
55
3，54
3
16
5，38
4
65
66
2－2－3
2－2－4
2－2－5
2－2－6
2－3
2－3－1
2－3－1－1
2－3－1－2
2－3－1－3
2－3－1－3－1
2－3－1－3－2
2－3－1－3－3
2－3－1－3－4
2－3－1－3－5
2－3－1－4
2－3－1－5
2－3－1－6
2－3－2
2－3－2－1
2－3－2－2
2－3－2－3
2－3－2－4
2－3－2－5
2－3－2－6
2－3－3
2－3－3－1
2－3－3－2
2－3－3－3
2－3－3－4
2－3－3～5
2－3－3－6
2－4
2－4－1
2－4－2
2－4－3
2－4－4
2－4－5
2－4－6
2－5
2－5－1
　　　　　　　　　早島　理・毛利俊英
　　国主爲法王義〈ka．11－14＞
　　海水悉鍼義
　　悪趣長壽義
多界同説爲一義
染三廻中
　　煩悩有六義
　　　　意惑諸天分別義〈ka．11－15＞
　　　　同地寒生義　　　＜ka．11－16＞
　　　　現行等五各二十義
　　　　　　現行
　　　　　　縁
　　　　　　随眠
　　　　　　境
　　　　　　鹿重
　　　　五相了知義
　　　　四因縁説随眠義〈ka．11－17＞
　　　　三重説不善義
　　業有六義
　　　　二業十三種差別義〈ka．11－18＞
　　　　六果三位義
　　　　五種決定義
　　　　自業等依四種義〈ka．11－19＞
　　　　予輩先後義
　　　　善悪業差別義
　　生有六義
　　　　命終定型定義〈ka．11－20＞
　　　　六三中夫義
　　　　明了命終三心義
　　　　中有有無義
　　　　染回暦生義〈ka．11－21＞
　　　　受生殖所義
諦決澤六義
　　二諦出膿義〈ka．11－22＞
　　四諦差別義〈ka。11－23＞
　　十六行相義〈ka．11－24＞
　　遍中等因果義
　　二諦訓釈義〈ka．11－25＞
　　四諦善性義
依止掴取十五義
　　因三所依建立義＜ka．11－26＞
　　　201a，572c
　　　201a，572c
　　　201b，572c
　　　201b，572c
vo1．19，202　a，572　c
　　　202a，572c
　　　202a，572c
　　　202b，573a
　　　202b，573a
　　　202b，573a
　　　203a，573a
　　　203a，573b
　　　203a，573b
　　　203a，573b
　　　203b，573b
　　　203b，573c
　　　203b，573c
　　　204a，573c
204a，573c
204a，573c
204a，573c
204b，573c
204b，573c
204b，574a
205a，574a
205a，574a
205a，574a
205a，574a
205b，574a
205b，574b
205b，574b
205b，574b
205b，574b
206a，574b
206a，574b
206b，574c
206b，574c
206b，574c
206b，574c
207a，574c
58
63
59
8
8，9
1，9，52
27
27
2－5－2
2－5－3
2－5－4
2－5－5
2－5－6
2－5－7
2－5－8
2－5－9
2－5－10
2－5－11
2－5－12
2－5－13
2－5－14
2－5－15
2－6
2－6－1
2－6－2
2－6－3
2－6－4
2－6－5
2－6－6
2－6－7
2－6－8
2－6－9
2－6－10
2－6－11
2－7
2－7－1
2－7－2
2－7－3
2－8
2－8－1
2－8－2
2－8－3
2－8－4
2－9
2－9－1
2－9－1－1
2－9－1－2
2－9－1－3
　　　　　　　　　　『顕揚聖教論』の科文
　　二種善巧四句義
　　静三筆四義〈ka，11－27＞
　　静慮治障義
　　下弓支分義
　　遠離苦動義
　　後後勝異義
　　初近分三門義＜ka．11－28＞
　　定中耳聲義
　　野饗捨八義
　　四種依因義〈ka．11－29＞
　　千早三定差別義〈ka．11－30＞
　　手相績義
　　二割不退義〈ka．11－31＞
　　依下獲起義
覚分決澤十一義冗
　　三乗方便建立義〈ka．11－32＞
　　念住各三差別義＜ka．11－33＞
　　影像随観念法義
　　所治差障義〈ka．11－34＞
　　二種作意義
　　三種修別義
　　二種不壊義
　　修道断沈悼義〈ka．11－35＞
　　観察捨惑壷愛義
　　酒類対治義〈ka．11－36＞
　　三栖趣修義
補特伽羅決澤三義
　　根別立五唯二義〈ka．11－37＞
　　五刑仮設義
　　三栖成満義
果決澤義四義
　　轄依断惑義〈ka．11－38＞
　　二因不退義
　　三因断成義
　　罪因記果義
功徳決揮中
　　共三義
　　　　十七増上建立義〈ka．11－39＞
　　　　時明差別無辺義
　　　　九界思惟義〈ka．11－40＞
vo1．20，215a，578　b
207a，574c
208b，575c
208b，575c
209a，575c
209b，576b
210a，576b
』210a，576b
201b，576b
210b，576b
210b，576c
211a，576c
211a，576c
212a，577a
212a，577a
212a，577a
212a，577b
212b，577b
212b，577b
213a，577　c
213a，577c
213b，577c
213b，577c
213b，577c
214a，578a
214a，578a
215b，578a
215a，578b
215a，578b
215b，578b
215b，578b
215b，578c
215b，578c
215b，578c
215b，578c
216a，578c
216a，578c
216a，578c
216b，579a
216b，579a
13
62，63
45
28，70
67
68
2－9－1－3－1
2－9－1－3－2
2－9－1－3－3
2－9－1－3－4
2－9－1－3－5
2－9－1－3－6
2－9－1－3－7
2－9－1－3－8
2－9－1－3－9
2－9－2
2－9－2－1
2－9－2－2
2－9－2－3
2－9－2－4
2－9－2－5
2－9－2－6
2－9－2－7
2－9－2－7－1
2－9－2－7－2
2－9－2－7－3
2－9－2－8
義
楽
苦
作意
住
銀難
相
特殊
早島　理・毛利俊英
　　　　非特殊
不共田平
　　五因種姓差別義〈ka．11－41＞
　　十因大乗仏説義
　　六事多佛倶出義
　　六因佛説一乗義
　　諸佛平等義〈ka．11－42＞
　　佛事任運義〈ka．11－43＞
　　三蔵所説義〈ka．11－44＞
　　　　経
　　　　律
　　　　本母
　　経義略説義〈ka．11－45＞
216b，579a
219a，580b
219a，580b
219a，580b
219a，580b
219a，580b
219b，580c
220a，580c
220a，580c
220a，580c
220a，581　a
221a，581　b
221a，581　b
221b，581　b
221b，581b
221b，581　c
222a，581　c
222a，581　c
222b，582a
222b，582a
225a，583a
48
47
67
38
78
85
81，100
C　　助平五地〈ka．11－46＞ 225a，583b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　《1》
　r顕揚聖教論』は十一章から成る。それは，冒頭に掲げられた「帰敬偶」中に順次章名
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆを列挙することより明らかであろう。無著の『摂大乗論』など一つの原典に多くの漢訳が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ある場合，翻訳者の原典理解に応じて，各々異なった章構成となる例もあるが，『顕揚聖
教論』のように玄　訳一本しか現存しない場合には，帰敬偶を後代の付加と見なさない限
　く　り
り，本論の本来的な章構成を玄婁訳のように十一章とすることに異論はないであろう。
　r顕揚聖教論』を構成する十一章とは以下のとおりである。（数字は大31の該当頁数）
第一章
第二章
第三章
第四即
吟五章
第六章
第七章
「摂事品」
「摂浄義品」
「成善巧品」
「成無常品」
「成苦品」
「成空品」
「成無性品」
480b
502a
545a
547c
551a
553b
557b
　第八章　　「成現観品」
　第九章　　「成喩三品」
　第十章　　「成不思議品」
　第十一章「摂即決択品」
以上の十一章の章名には，
560b
563b
564c
564c
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　　　　　　　　　　　　　ある一定の特徴を見いだすことができる。第一章「摂事品」
第二章「摂浄義品」及び第十一章「摂勝決四品」には，国名に「摂」なる語が付されてい
る。いわば「摂○○品」と命名される章である。また，第三章「成善巧品」から第十章「成
不思議品」までは，章名に「成」なる語が付く。いわば「成○○品」と命名される章であ
る。この「成○○品」は，その国名から理解できるように，喩伽行者の準備的修行段階か
ら究寛位までの修行階梯に従って章が建てられている。r顕揚聖教論』は章名の持つ特徴
に従えば，三つの「摂」品と七つの「成」品に大別することができる。
　詳細は後述するが，r顕揚聖教論』の第一章「摂芦品」は九の主題事項（vastu，事）の
もとに聖教を「摂」する章である。また，その「摂事品」の決択が第十一章「摂勝決択品」
　　　く　　う
である。したがってこの二つの章は共に「事」のもとに聖教を「摂」する章であるといえ
よう。
　章名に基づいて本論を概略すれば，「事」のもとに聖教を「摂」し（第一章），聖教の「義」
を「摂」し（第二章），「善巧」などの各修行階梯に於ける聖教の修学，すなわち聖教の「成」
を段階的に示し（第三章～第十章），そして再び「事」のもとに集成された聖教の「勝」
れた「決択」を「摂」する（第十一章）「論」となる。
’「蔵要」は，前掲の「顕揚聖教論大科」において本論の構成に関する見解を示した。そ
こでは「摂事品」「摂浄四品」および「成善巧品」の三章を「聞酒」（そのうち「工事品」
を「知法」，そして後の二章を「知義」）に配当し，また「成苦品」乃至「成喩伽品」まで
の七章を「修行」に，そして「成不思議品」「割興決択品」の二章を「思択」に配当する。
「蔵要」の大智は『顕揚聖教論』が「聞」・「思」・「修」の体系に基づくことを看破し
ていると思われるのである。
　この「蔵要」の見解は，r顕揚聖教論』全体の構成に一定の見解を示した点で，〔呂徴24〕
とともに尊重しなければならないであろう。しかしこの「蔵要」の見解に賛同するか否か
は，今後の『顕揚聖教論』研究を待つしかない。
　筆者もまた『顕揚聖教論』の構成を詳細に論ずる余裕はなく，確定的な見解の提：示は将
来の課題としなければならないが，「蔵要」の割註再構成の作業を通して筆者が得た感想
を述べれば，『顕揚聖教論』は「早緒」が看破したように，確かに「聞」・「思」・「修」
の体系に基づいて論述されているということである。しかし筆者は，本論の体系が「聞」
・「思」・「修」からなると考えるにあたっては，「蔵要」とは別の見解も有り得るので
はないかと思う。以下『顕揚聖教論』の構成に関する現時点での筆者の理解を示そう（必
要に応じて〈〉内に先の「蔵要」に基づいたシノプシスを示す）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《皿》
　『顕揚聖教論』の本頬第一偶は言う。
（一）一切、（二）界、（三）雑染、（四）諦、（五）依止、（六）覚分、
（七）補特伽羅、（八）果、（九）諸功徳、九事。（ka．1－1，大31．480　b）
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　　　　　　　　　　　　　　　くエヨラ
　この頒は，『顕揚聖教論』の論体の九の主題事項（九事，nava－vastu）を順次列挙したも
のである。r顕揚聖教論』の十一章全ては，この九の主題事項との関連に於いて論述され
ている。
　この中第一章「聯句品」では，喩孝行派の主張する様々な教義項目をこの九の主題事項
のもとに配分し，順次その教義項目を解説する。たとえば，最初の主題事項「一切事」（こ
れはさらに「心事」，「心所有事」，「色事」，「不相嘉事」，「無為事」の五事に細分される）
の中の「心事」では，阿頼耶識・六識・汚染意という教義項目を取り上げ，その凹凹行派
　　　　　　　　　く　の
的な理解を提示する。さらにそのような理解が成立するための典拠として，仏の言葉を各
教義項目ごとに引用するのである。阿頼耶識の場合では，典拠となる仏の言葉に『解毒密
　　　　　　　　らう
経』中の経句等を引用している。「摂事品」では，仏の言葉として引用される経句はかな
りの数にのぼり（もちろん経句を全く引かない場合もある），経句そのものを引用しない
場合でも「註説如経」と述べるなど，教義理解の背景に必ず仏の言葉を予想するのである。
　このような論述形態は「一切事」ないし「功徳事」まで続き，これが「摂事品」の大部
分を占めるのであるく1，一切事有五～9，功徳事有二十〉。以下本稿を進めるにあたって，
このような論述形態を持つ主題事項の各説を【A】，その後に論ぜられる主題事項の総説
〈10，凶聞簡〉を【B】として便宜的に略称しよう。
　「学事品」の【A】の論述形態の特徴を明らかにするためにも，まず「摂事」というこ
と，あるいは主題事項（「事」）それ自体の持つ意味を検討してみよう。
　一般に「即事」（vastu－salhgraha）とは，主題事項において，経を解明することである
　　　　　く　う
といわれる。この「摂事」の代表的文献としては『喩伽論』「摂事分（vastu－salhgrahap1）」，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほのその中でも「契経事択摂」を挙げることができよう。
　「契経事択摂」の冒頭では，喩伽行派の承認する種々の契経を規定している。それらは
最終的には四種の契経，すなわち，別解脱契経，事契経，声聞相応契経，大乗相応契経に
集約されるという。この四種の錦岡の内「明経事択摂」で中心的に取り扱われるのが「事
契経」（gshi　mdo　sde，　vastu－s亘tranta），すなわち主題事項の契経である。
　主題事項の理経とは，「雑考含」・「中越含」・「長細線」・「増一阿字」の四阿含を
言うが，喩伽行派はその中でもとりわけ「雑阿含」を仏の言葉を最初に集成した根本阿含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
として位置づけ，他の三阿含をそれに従属させている。
　「契承事択摂」では，この根本阿含たる「雑阿含」が主題事項の契経と言われる所以を
「雑阿仁」（相応阿含，salhyuktagama）結集の伝承によって説明している。それは，仏弟
子達によって主題事項（gshi，　vastu，事）に相応した（1dan　pa，　yukta，相応）一切の仏の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
言葉（gtam，　katha，教）が，集大成され（yang　dag　par　ldan　pa　las’byung　ba，間厩鳩集）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエ　う
ているから，主題事項の砂質と命名されたと言うものである。ここでいう主題事項とは具
体的には「雑阿含」を構成する九章，すなわち（i）纏，（ii）虚，価）縁起，㊥食，（V）諦，㈹界，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
㈹仏及び仏弟子，㈲念住等の菩提分法，亟）刹帝組衆等の八衆を指す。この「粗汁含」の九
章は，『喩駁論』「意地」では，「仏の言葉（buddha－vacana）を集成する（salhgτhita）九の
　　　　　　　　　　　　ラ主題事項（nava－vastuka）」とも規定されるものである。
　「雑阿含」では，一切の仏の言葉をその内容に応じて（i）艦ないし㈹八衆までの九章に配
分する。喩伽行派は，「契経事忌摂」や「意地」に見られるように，「雑置賜」の九章を九
の主題事項と言い換え，「雑阿含」の骨組みをそのまま踏襲しながらそれと同じ仏の言葉
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　　　　　　　　　　　を把握しようとする。ただし，この「雑阿含」と「契固事択摂」とでは，仏の言葉の捉え
方が根本的に異なっている。「雑踏含」では仏の言葉を文字通り忠実に理解するが，「愚挙
事択摂」では「雑阿含」として伝承された仏の言葉には秘められた意図があると捉え，し
たがってその言葉の裏にある真の意図を解明しようとするのである。
　「摂事」とはその名称の通りに理解すれば，主題事項（「事」）のもとに仏の言葉を集成
（「摂」）することであるが，その集成と並行して，仏の言葉の真の意図を喩専行派なりに
解明することでもある。
　「摂野分」は，まずこの「契経事択摂」で四契理財の仏の言葉を「摂事」した後，「毘
奈耶事択摂」では上の竪琴経以外の契経中の仏の言葉を「摂事」し，また「本降事弁摂」
ではr下士論』中の仏の言葉を「摂事」する。「旧事分」の目的を簡潔に言えば，全ての
仏の言葉を契経・毘奈耶・マートリカーの三蔵のもとに配分し，それらを順次「学事」す
ることにあるのである。
　「摂事」と言うことが，仏の言葉を主題事項（「事」）のもとに集成し（「摂」），その喩
　　　　　　　　　　　　　く　伽行派的理解を示すものである時，『顕揚聖教論』「摂平等」もまた「一切事」等の九の主
題事項のもとに集成された仏の言葉に対して，喩伽行派的な理解を示すものであろう。
　但しr喩伽論』「丁子品」では，仏の言葉を下沼・毘奈耶・マートリカーの三蔵にわけ
て，各蔵ごとに三つの「即事」を論ずるが，『顕揚聖教論』「下戸品」では「摂事分」のよ
うに三蔵の観点から各々「誓事」するのではなく，ただ一つの「摂事」を為すのみである。
　この「摂事品」が如何なる仏の言葉を予想しながら「当事」を行ったかは不明である。
現状では，確定的なことは言えないが，筆者は，『喩伽論』「摂平分」において「誓事」の
対象となった契経・毘奈耶・マートリカー（『喩伽論』）中の仏の言葉と，及び「摂子分」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　自身がここでは取り扱わないと言明する大乗経典中の仏の言葉の両者を一括して「摂事」
しょうとした，すなわち「摂事品」は，喩伽行派の承認する全ての，「蔵」中の仏の言葉を
　　　　　　　　　　　　　　　く　「摂事」しょうとしたと思われる。ここで言う「蔵」とは，「三蔵」としての契経蔵・毘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　奈耶蔵・マートリカー蔵であり，「二蔵」としての菩薩（大乗）蔵・声聞蔵である。
　さて，この「摂物品」は【A】を論じた後に，【B】に於て仏の言葉の総体を（1）〈10－1，
門門決定〉（2）〈10－2，思量法門〉（3）〈10－3，修行法門〉の三種の観点から論じるく10，総
料簡〉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の　この中【B】（1）では，主題事項の数と順序の確定，つまり【A】で引用された仏の言葉
を，幾つの主題事項のもとに如何なる順序で集成するのか，仏の言葉を集成するための方
法である主題項目それ自体を問題とするのである。
　一般に，喩伽行派の修行者にとっては，仏の言葉を如何なる方法を用いて把握するか，
その把握方法に多大な関心を抱いていた。そのための学問が肩明（adhyatma－vidya）であ
る。
　この内洋については，「聞所成地」身熟庭に詳しい。そこでは，内明に以下の四種類を
　　　　　　　
挙げている。
　　（a）主題事項の設定の確定（gshi　gdags　pa　rnam　par　gshag　pa，　vastu－prajiapti－
　　　vyavasthana，事施設建立）
　　（b）概念分類の設定の確定（ming　rab　tu　bye　ba　gdags　pa　rnam　par　gshag　Pa，　sarhjia－
　　　prabheda－prajiapti－vyavasthana，想差別施設建立）
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（c）教説の意味の把握（bsatn　pa’i　don　bsdus　pa，§asanartha－salhgraha，摂聖教義）
（d）仏の言葉の指し示す範囲（sangs　rgyas　kyi　bka’zhes　bya’i　gnas，　buddha－
　vacana－jieya・sthana，仏教所詮知塵）
　当面ここで問題とするのは，週明（a）主題事項の設定の確定である。それは以下のように
説明されている。
　仏の言葉（buddha－vacana）は，三種の主題事項（vastu），すなわち，契経（s且tra）
の主題事項と，朗々耶（vinaya）の主題事項と，マートリカー（matτka）の主題事
項によって集成される（salhg垣砒a）。これらの三者は「監事分」において詳しく説
　　　　ラ
明する。
内明（a）とは，仏の言葉を集成するために主題事項の設定の確i定を行うことである。ここで
は契経・毘奈耶・マートリカーの主題事項，すなわち三蔵という主題事項の設定の確定を
概説するのみにとどめ，その詳説は「摂事分」に託している。この指示を受けて「摂事分」
は三蔵各々の具体的な「手事」を論ずるのである。
　主題事項のもとにおいて仏の言葉を集成せんとする作業は，先述した様に阿含結集の伝
統にまで遡ることができよう。この「聞所成地」では，仏の言葉を集成するための主題事
項を，とりわけ設定（praj飴pti）として考えていることに注意しなければならないであろ
　く　
う。またこの三蔵という主題事項の設定作業は，仏弟子達が仏の言葉の一切を十二の表現
形式，すなわち修多羅（sitra）・鷹頒（geya）等の十二分教のもとに配分するのと同類の
　　　　　　　ラ
ものであろう。周知のように，喩興行派は十二分教を素但縫蔵（s耐ra－pitaka）・毘奈綿甲
（vinaya－P。）・マートリカー（論）蔵（matてka［abhidhamla］一P。）の三つの範疇に再分類して
　　　　　　　　く　
理解するのである。
　ところで，【B】（1）では九の主題事項の数と順序の確定を行うために，主題事項そのも
のを論じるが，これは『顕揚聖教論』が仏の言葉を集成するために，聖明（a）の主題事項の
設定の確定を行ったものと考えられよう。
　筆者が【B】（1）を「聞所成地」の目明（a）に関連させて考えるのは，実はこの「唯事品」
が先の「聞所成地」内明庭に説かれる4つの年明の作法に則って論述されているように思
えるからである。この点は，【B】（2）（3）と残りの燭明（b）（c）（d）の比較によって，一層明らか
になろう（【B】（1）が内明（a）の記述に対応するとした場合，【A】、は内明（a）の詳説である「摂
事分」に相当すると考える）。
　簡潔に【B】（2）（3）の内容を述べ，併せて内明（b）（c）（d）と比較させてみよう。【B】（2）〈10－2，
思量法門，大31．500a＞では以下のように述べる。
此の九事の如くに思量するを欲せんと爲さば，復た鷹に広説すべし。
頬に曰く。　　　　　　　　　　　　，
　　　無量の諸問答の差別を思量せんと欲さば，
　　　聖母の語言の事と想との摂に由るが故なり。（ka．1－20）
論じて曰く。若し上の九事の如くに，無量の問答の差別を思量せんと欲さば，二種
の摂に由るが故に，鷹に思量可なるべし。一には一切の仏の語言を事にて摂するに
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由るが故に，二には一切の仏の語言を想にて摂するに由るが故なり。此の中，一切
の仏の語言を事にて摂するとは，謂く三種の経に由りて鷹に知るべし，一には『増
十年』に由りて，二には『広義経』に由りて，三には『集異門経』に由りてなりと。
一切の仏の語言を想にて摂するとは，四種の唱柁南伽他に由るなり。何を四と署す
や。
頬に曰く。
　　　句，迷惑，難論，
　　　寂静，性，道理，
　　　方所，位，分別，
　　　闇，語，群落，上，
　　　簡択，與現行，
　　　諸相摂，相即，
　　　所作，境，喩伽，
　　　諸作意，教授，
論じて曰く。
住，眞實，浮，妙，
假施設，現観，（ud．1－1）
作，執持，増，減，
遠離，転，蔵護，（ud．1－2）
睡眠，及相即，
説，任持，次第，（ud．1－3）
奢摩他，與観，
徳，菩提，聖教。（ud．1－4）
句とは，所謂六塵なり。無量境界なり。無量方所なり。無量時節なり。
　〔以下，喘柁南中の各語句の説明〕…
この【B】（2）は，【B】（1）で〔仏の言葉を〕九の主題事項において〔集成した〕ように（如
上九事），〔今度は，その仏の言葉を〕様々な問答の分類（無量問答差別）として思惟しよ
うとするならば（若欲思量），二種類の集成方法を用いて（由二再開故），思惟すべきであ
る（鷹野思量）というものである。
　仏の言葉を思惟するための二種類の集成方法とは，次のものである。
　　（1）一日半仏の言葉を主題事項のもとに集成すること（一切仏語言事摂，sarva－bud－
　　　dha－vacana－vastu－sa㎡1gτhlta）
　　（皿）一切の仏の言葉を概念事項のもとに集成すること（一切仏語言想摂，sarva－bud－
　　　dha－vacana－samj五a－salhgτhita）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
この二種の集成方法の中，（1）は『増悪経』・『広義経』・『集異門経』の三経から知られ
る所のもの（由三種経鷹知）というだけで，仏の言葉を集成するための主題事項（一切仏
語言事摂）を具体的に述べることはない。したがって，その主題事項を用いた思惟（無量
問答差別）も明らかではない。ただし，典拠として挙げる『増十経』・『広義経』・『集
異門経』に共通する〔であろう〕特徴から，（1）の主題事項はある程度予想することができ
る。
　この『増十経』・『広義経』・『集異門経』の三尊の内，『増十経』は「長阿含」の『十
上経』（DaSottara－s亘tra）に，また『集異門経』は同『衆集経』（Salhg1tLparyaya－s亘tra）に
　　　　く　
相当する。この二経は，仏世尊によって説法を命じられた舎利弗が仏の言葉を教理上の概
念を法数順に思惟しながら説法したと言う形式を持つ経典であり，また「法」に対する思
惟を宗とするアビダルマ学説の基となった経典としても有名である（なお，現時点では『広
義経』の対応経典を見いだせない。）
　つまり【B】（2）の（1）の意図するところは，『増十経』など三振に於て舎利弗が増一から
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聖主までの法数項目順に仏の言葉を思惟したように，喩伽行者は増一から増十までの主題
事項のもとに仏の言葉の問答差別を無量に思惟せよ，というのである。この場合の主題事
項は，【A】や【B】（1）のように仏の言葉を理解するための方法としてではなく，仏の言
葉を思惟する方法として用いられるのである。
　また，’もう一つの思惟の方法の（皿）は，四種の喘一期伽陀（uddana－gatha）から（由四種
豊町南）〔知られるべきものである〕という。（皿）の概念事項は，四種の喘柁南自身がその
項目を挙げることより，それが「句」・「迷惑」・「画論」等であることが知られる。し
たがってその喘柁南の解説，すなわち「句とは，六虚・無量境界・無量方所等」云々が，
四種喘柁南を用いた思惟（無量問答差別）となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　この「煩忙品」の四種囑柁南及びその解説は，すでに先学が指摘するように，先の内明
（b）「概念分類の設定の確定」の記述（大30．345b～347a）をまるごと引用したものであ
る。また（1）も，実は，内明（d）「仏の言葉の指し示す範囲」（大30．347a～356a）を受けた
　　　　　　　く　
ものなのである。この内明（d）の論述形態は極めて特徴的である。そこに説かれる様々な教
義は，順次増一ないし増戸の法数項目に従って説明されるのであり，まさしく『増十死』
や『集異門経』などの主題事項を用いたものなのである。「手事品」（1）の記述では，主題
事項の典拠を示すのみにとどめ，その名称等の具体的な説明は，すべて内明（d）の記述に託
しているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’さらに，【B】（3）について述べよう〈10－3，修行法門，大31．501c＞。
復た次に，頒に曰く，
　　　若し遍智等と功徳とを正に修行せんと欲さば
　　　十種法行と及び六種理趣とに由るなり。（ka．1－21）
論じて曰く。若し修行者が，前の九事に於て即知・永断・作証・修集・諸功徳等を
正に修行せんと欲さば，十法行と及び六種理趣に由りて，鷹に當に修学すべし。
この【B】（3）は，もし修行者が，先述した九の主題事項のもとに（於前九事）集成された
（α）仏の言葉（同義語としては教法agama，あるいは佛所説de6ana）を，（β）「遍知」「永
断」「鶴頭」「修集」「諸功徳」なる修行者の証法（adhigama）として順次段階的に修学す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨのるためには，十種法行と六種理趣なる方法に基づくべきであると言う。
　このうち十種法行とは書写し，供養し，他人に振り向け，乃至空閑虚において独り思惟
し，修行道に湛進ずることによって，（α）菩薩蔵に包括される法を（β）修得することで
　　く　　
ある。
　また，六種理趣とは，真義（tattvartha），証得（prapti），教導（de6ana），離二辺（an一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ta－dvaya－vivarjana），不可思議（acintya），意趣（abhipraya）の六種の理趣（naya）であ
る。この六種理趣は，修行者が仏の言葉である（α）経を（β）六種の観点として証得す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　るための内明である。この六趣理趣は「摂決択分　聞所成山地」内明庭に詳しい。またこ
の六種理趣はそれ自体の構造が（α’）証得すべき対象と（β’）対象の証得と言う関係を
　　　　　　ラ
持っている。すなわち，真義は（四諦・三性説の修習を通して）離二辺として修行者に証
得され，また証得は不可思議として，さらに教導は意趣として証得される。つまり（α’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前三者は（β’）後三者として証得されるものなのである。
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　この十種法行と六種理趣は，共に，（α）教法を（β）証法として証得するための方法な
のであり，これに基づいて，修行者は修学するのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　この【B】（3）の意図に沿うのが内明（c）教説の意味の把握である。
　内明（c）の教説の意味の把握とは，（α）教説（6asana）に於いて，（β）十種の法の意
味（artha）として把握する（sarhgraha）ためのものである。証法として挙げられた十種類
の法とは，①修習方法としての法（善法の恭敬乃至修習），②修習対象としての法（善法），③
過患を伴った法（遍溶すべき法），④染汚を伴った法（断ずべき法），⑤黒磯の法（現観の
完成に逆らう法），⑥随順法（現観の完成に順ずる法），⑦真如所摂の法（証得すべき法），
⑧勝讃功徳の法（引き起こすべき法），⑨世間に随順する法（修習すべく断ずべく現行す
る法），⑩究寛の獲得された法（自らの目的を完成して証得された法），である。
　三明（c）で挙げる十種の（β）証法は，【B】（3）の（β）「遍知」「鷹断」等の証法とは同一
内容を含むとはいえ全同ではない。しかし両者とも（α）教法と（β）証法の関係を示す
のであり，その意図するところは同じであるといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《皿》
「摂事品」の内容は以下のように要約できよう。
　【A】［仏の言葉の「聞」］
　　　　九の主題事項（「事」）のもとに仏の言葉を集成（「摂」）し，その言葉の喩伽行派
　　　　の理解を随時順番に提示する。すなわち個々の仏の言葉を「聞」（6ruta）き，受
　　　　持する。
　【B】［仏の言葉を「聞」「思」「修」するための方法］
　　　　（1）仏の言葉の全てを集成するための主題事項の数と順序を確定する。すなわち，
　　　　全ての仏の言葉を集成・理解〔「聞」〕するための方法である主題事項を規定する。
　　　　（2）九の主題事項のもとに集成された全ての仏の言葉を思惟〔「思」〕する方法を示
　　　　す。それは（1）主題事項と（亙）概念事項による。
　　　　（3）九の主題事項のもとに集成された全ての仏の言葉を修学〔「修」〕するための方
　　　　法を論ずる。それは十種法行と六種理趣とによる。
【A】では，「一切事」から「功徳事」までの九の主題事項のもとに集成された様々な仏
の言葉を一つ一つ取り上げ，喩伽行派としての理解を示す。換言すれば，仏の言葉に対し
て「聞」という「顕揚」を行うのである。
　【B】（1）は，この【A】の「聞」という「顕揚」を行うための方法，すなわち主題事項
を論じる。また【B】（2）では，主題事項のもとに集成された仏の言葉を思惟するための二
つの方法（1）（亙）を明らかにし，さらに【B】（3）ではその同じ仏の言葉を修学するための方法
を明らかにする。【B】（1）が仏の言葉に対して「聞」という「顕揚」を行うための方法と
すれば，【B】（2）（3）はそれぞれ「思」「修」という「顕揚」を行うための方法である。
　ただし，この【B】（2）（3）は，仏の言葉を「思」・「修」として「顕揚」するための方法
を明かすのみであり，未だ仏の言葉を「思」・「修」として「顕揚」してはいない。それ
ゆえに，第二章「黒馬義母」において仏の言葉を「思」として「顕揚」し，第三章ないし
第十章の「成○○品」において「修」として「顕揚」することになる。「摂事品」の【B】
の（2）（3）は，これらの章の導入にもなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　く　　第二章「摂浄海馬」ではその冒頭に，「聖教」を「顕揚」する「論」たる『顕揚聖教論』
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に二つの別名が有ることを述べる。二つの別名どは「清浮義鷹知」と「介入筆意」とであ
る。この名称も「重宝義品」「成○○品」において，仏の言葉をそれぞれ「思」（清浄なる
義を鷹に知るべし）と「修」（善く喩伽に入る）として「顕揚」するところから命名され
たと解すことができよう。
　このように『顕揚聖教論』は，【A】でまず仏の言葉を「聞」として「顕揚」し，【B】
（1）では全ての仏の言葉を「聞」として顕揚するための方法（主題事項）を明かし，また（2）
（3）では仏の言葉を一括して「思」・「修」として「顕揚」するための方法を明かす。その
（2）の方法に基づいて「摂浄義品」では仏の言葉を「思」として「顕揚」し，また（3）の方法
に基づいて「成○○品」では仏の言葉を・「修」として「顕揚」するのである。
　筆者は先に「摂雷干」【A】において仏の言葉を「旧事」するにあたっては，「摂事分」
が前提とした契経・毘奈耶・マートリカーの「三蔵」所収の仏の言葉のみを「艶事」する
だけではなく，広く大乗経典をも含めた声聞蔵・菩薩蔵の「二期」所収の仏の言葉を「摂
事」しょうとしたのではないかと予想した。いわば「工事品」で問題とされる仏の言葉は
「蔵」所収の言葉である。
　これに対して，「摂浄製品」において仏の言葉の「義」の思惟（「思」）を問題とする場
合には，［蔵」の中でもとりわけマートリカー蔵すなわちr喩伽論』を前提に論述される
ようである。特に「摂部分」の全文を初めとしてr喩伽論』からの多くの引用が行われる
　　　　　　　　　　　　　　　くるのことは，この事実を物語っていよう。また【B】（2）の記述に於て，仏の言葉を（1）（皿）に基づ
いて思惟した結果がr喩伽論』に記載されるものであったことも，「思」と『喩伽論』と
の関係を予想させる。
　さらにまた「修」としての「顕揚」を論じる「成○○品」では，仏の言葉を三蔵所収の
仏所説の教法と考えるのではなく，仏の側から修行者の側に視点を移して，修行者が体得
すべき仏の言葉を問題とするのである。この点は「成○○品」が【B】（3）の「田田」等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ証法に依拠して論述されることからも明らかであろう。
　このように「摂事忌」「摂丹誠品」「成○○品」では，それぞれ「聞」・「思」・「修」の三
つの観点から仏の言葉を論じるのであるが，これは「摂決痛分　聞所成分地」内頸玉決択に、
説かれる仏の教説（教導，de6ana）の分類，すなわち，【1】蔵所摂（pi宅aka－salhgξhita）
の教説，【皿】マートリカー所摂（mat承a－s。）の教説，【皿】その両者の所摂（tad－ubhaya－s。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うの教説（十種の証法）の三分類を思想的背景に持つのではないかと思われる。
　筆者の現段階でのr顕揚聖教論』理解を示せば，「聖教」を「顕揚」する「論」とは，
仏の言葉である「聖」なる「教〔導〕」を，「摂無品」・「雲霞義品」・「成○○品」にお
いて，順次「聞」・「思」・「修」として「顕揚」する「論」となる。また，『顕揚聖教
論』が「聖教」を如何に理解・思惟・体得するかを論じるものである以上，内事とも密接
　　　　　　　　　　　　に関わってくるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　《1＞’》
　最後に，最終章の「摂勝決択品」の概要と，その「蔵要」の科文を検討しよう。
　「摂勝決宇品」は，「凶事品」と同じ九の主題事項のもとで，「聖教」を「決択」する章
である。その冒頭では「決択」のための十種の方法〈1，豊明十年〉を明らかにし，その
後に各主題事項のもとに集成された教義項目の決択にはいる〔「薬事品」【A】に対する「摂
勝決心品」【A’】〕。したがって，ここからの論述構成は「摂事品」と同じであるべきであ
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り，この章の最後は「摂事品」で上述したように【B】（1）（2）（3）の決択をもって終わるべき
である。
　「蔵要」はく2－9－2－7，三蔵所説義〉とく2－9－2－8，経義略説義〉との二段を，「功徳事
決択」〈2－9，功徳決択〉の中に編入するが，筆者の理解は「蔵要」と異なる。この箇所は
「蔵要」の言う〈C，結帰五地〉と三つ揃ってこそ初めて意味をなし得るのであり，「蔵要」
のような科段分けでは，『顕揚聖教論』の帰結部分を正確に理解することは困難ではない
かと思う。多少なりとも「摂勝決択品」の功徳事決択の構成を検討してみよう。
　功徳年構択は，まず最初に声聞乗・独覚乗とも共通の功徳を決択しく2－9－1，共三義〉，
続いて大乗特有の不共功徳を決聾する〈2－9－2，不共八義〉。
　「蔵要」の置文に従えば「不共功徳事決択」に八つの義があるとする。
　　　2－9－2－1
　　　2－9－2－2
　　　2－9－2－3
　　　2－9－2－4
　　　2－9－2－5
　　　2－9－2－6
　　　2－9－2－7
　　　2－9－2－8
そして，
　　　C
五葬種姓差別義
疏因大乗仏説義
導因多仏門出軍
六因仏説一乗義
諸仏平等義
仏事任運義
三志野説義
経義略説義
大31．581a
大31．581b
大31．58】b
大31．581b
大31．581b
大31．581c
大31．581c
大31．583a
　　　　この後に，「蔵要」が’『顕揚聖教論』の帰結として
　　　　　結帰五三　　　　大31．358a
なる科文を与える。しかし，この科文には，少し問題がある。不共なる功徳を決択するに
あたって，その冒頭のka．11－41年置次のように言う。
（a）種姓，（b）如来説，　　（c）野仏，與（d）一乗
（a’）五種及（b’）十種　　（c’）六（d’）六種道理。（ka．11－41，大31．580　c）
長行に従えば，この偶は（a）種姓には（a’）五種，（b）如来説には（b’）十種，（c）
多仏には（c’）六種，（d）一乗には（d’）六種の道理が存在することを説いたもので
ある。そして偶中の（a）から（d）の意図を詳説するため，「復次頬日」と順次に接続
しながらそれらの内容を論じるのである。「外姑」の科文では，〈2－9－2－1，五因種姓差別
義〉，〈2－9－2－2，十因大乗仏説義〉，〈2－9－2－3，六因多仏溜出義〉，〈2－9－2－4，六因仏説一
乗義〉がこれに当たる。さらに続いて〈2－9－2－5，諸仏平等義〉，〈2－9－2－6，仏事任運義〉
の意味を解き明かすために，
夢判頬日
　　　諸仏妙効能
　〔中略〕…
復上昇日
　　　錐不用加行
　〔中略〕…
単果土清浄　解脱與法身　等不思無上（ka．　ll－42）
先願カ所引　依無爲発起　所作無二相（ka．11－43）
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と論じるのである。
　この後，テキストは今度は「云何」なる句をもって論を展開する。
云何素但縫藏。云何毘奈平蔵。云何事恒履手鎖。
駐日
　　　宣説諸事法，　別解脱分別　諸法相十一，是経律本蔵（ka．11－44）
ここでは三蔵，すなわち素但締藏（s亘tra－pitaka），毘奈耶蔵（vinaya－p。），摩但履迦蔵
（matτka・po）を解説し，続いて，
　　　復次碩日
　　　　　　諸相，與断滅，無失壊方便，七二果差別　是諸経略義（ka．11－45）
　　　　　　　　　　　　　　　　く　うと，「雑阿含」r善生経』（sujata－s亘tra）を浴用しつつ「諸経義略説」を論じる。さらに，
復次今日
　　　略説i喩伽道　甲所聞正法，　即下他，與観，依影像，成就。（ka．11－46）
と，『顕揚聖教論』最後の偶頬を述べるのである。
　ここでは，執拗に「復次廿日」にこだわったが，「復次」（功徳事聖賢の中，不共功徳決
択を論述する箇所のみ「又」）なる接続辞の有無は，「野飼決耳蝉」では科段分けの際に極
めて重要な意味を持っている。紙面の制約で全てを網羅することはできないが，「復次」
が存在しない場合は，必ず「〔如是己説〕○○〔事〕決択」なる定型句が存在する。その
場合，その定型句は，以前の主題事項を説明し終わって，新たな主題事項を論述する冒頭
に必ず存在する定型句である。そして，同じ主題事項に関する説明が続く限り，必ず「復
次」をもって接続しつつ順次その主題事項を確定してゆく。いわば，「復次」なる接続辞
の連続が途絶えることは論述展開上の段落を意味するのである。
　だとすれば，突如「云何，素但締藏……」で始まるのは何を意味するのか。さらに，そ
の後r顕揚聖教論』の最後の偶まで「復次」なる接続辞を用いながら論を展開するのは何
故か。
　筆者は，「蔵要」の科文のように「功徳事決択」の中に〈三蔵所説義〉とく経義略説義〉
とを入れることはできないと考える。むろんその内容からしても功徳事の決択に帰属させ
ることはできない。
　この三段は，「摂事品」の【B】（1）（2）（3）をそれぞれ決択したもの（【B’】）と理解すべき
である。その内容を簡潔に記せば，
　　【B’】
　　　（1’）　世尊は，四種・九種・二十九種の主題事項の集成（摂事，vastu－sarhgraha）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　によって諸法を顕了した。それを素但撹蔵（s豆tra－pitaka）と称す。
　　　　　　　世尊は，声聞・菩薩の為に別解脱法とその広言別別解脱相応法を説いた。
　　　　　　それを毘奈耶蔵（vinaya－p。）と称す。特に世尊は，別解脱法を七種の相と
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　　　　　　して要約（聴罪）した。
　　　　　　　世尊は十一種の相によって諸法を分別し顕了し開示した。それを摩咀理
　　　　　　迦蔵（matてka－p。）と称す。
　　　（2’）　経の意味を知る為の五種の方法を略説する。
　　　（3’）　喩伽道を実践するための五種の修行階梯（五日）を略説する。
である。つまり（1’）では経蔵・律蔵・マートリカ蔵の三蔵所収の全ての仏の言葉を理
解するための四種・九種・二十九種の主題事項や七種・十一種の相の設定，すなわち仏の
言葉を「聞」するための方法を教示し，（2’）では経から仏の言葉の意味を思惟するため
の五種の方法，すなわち「思」の方法を教示し，（3’）では仏の言葉を証得するための修
行方法，すなわち「修」の五種の方法を教示するのである。
　このように「摂勝決択品」【B’】（1’）（2’）（3’）は，「摂事品」【B】（1）（2）（3）
と同一の内容を説くものである。したがってこめ箇所は「摂事品」【B】に対する決択【B’】
と考えるべきであり，「霊峰」のように【B’】（1’）（2’）を【A’】「功徳事決択」の中
に編入させ，【B】（3’）のみを『顕揚聖教論』全体の帰結とみなすことはできないであ
ろう。
　これら【B’】（1’）（2’）（3’）は仏の言葉を「聞」・「思」・「修」する方法の決
択，すなわち「聖教」を「顕揚」する方法を決惜した『顕揚聖教論』全体の結論とでも言
　　　　　　　　　　く　
うべき箇所なのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《V》
　『顕揚聖教論』研究にとって，『喩伽論』や「三三」等との詳細な比較研究は不可避の
課題である。もとより筆老にはその余裕はまだ無い。筆者が上述したr顕揚聖教論』構成
もそのような比較研究を通して，暫時大幅に訂正増補する必要があろう。
（平成元年度文部省科学研究費一般研究Cによる研究成果の一部）
　＊本稿は早島，毛利両名の共同研究によるものである。各章とも両名の合議の下に書か
れたものであるが，主に第一章は早島が，第三章は毛利が担当した。第二章は毛利の草稿
に早島が大部にわたり加筆訂正を施した。
　なお本稿を草するにあたり桂紹隆氏（広島大学），沖和史氏（京都種骨子大学）のご教
示ご助言を得ることができた。また朝枝成氏（広島大学院生），安藤晃氏（同）には資料
複写などのお世話になった。ともに記して感謝の意を表する次第である。
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（1）　r顕揚聖教論』の偏頬と注釈の散文部分とを倶に無著の著作とするか，注釈は世親の作とするかについ
　ては，現在まで意見の一致を見ない。〔向井79〕「四　　r顕揚聖教論』の構i成と撰述問題」参照。〔宇井30〕
　以来，最近の〔平川74〕や〔結城86〕に至るまで後者の見解が述べられているが，いずれも文献的な確証
　があってのことではないようである。
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（2）　〔袴谷82〕pp．44～48参照。
（3）　〔向井79〕「一　はじめに」，「二　　r顕揚聖教論』の題名考」参照。
（4）この帰営偶については〔向井79〕「一　はじめに」，〔Demi6ville　54コなどで論じられている。上記文献
　一覧中の各論放を参照されたい。
　　ここでは本文掲載の如く書下しを試みた。第二偶b句以下は「今當に地中の要を錯綜すべし。聖教を顕
　賦するは慈悲の故にして，文約やかに義周ねく而して熱り易し。」とも読める。
　　以下に二三の疑問点を記す。
　（1）第三偶b句「錯綜」は「入り交へ聚める」（諸橋r大漢和』）とある。原典は如何なるSkt．であった
　　のか定かではないが，原意を伝えているとすれば，「地中要」に「錯；入り交へ」るとは何を意味する
　　のであろうか。仮に，このr顕揚聖教論』に経証として引用される多くの阿含経典を「入り交へ」て「（喩
　　伽師）地（論）中の要」を「綜；聚める」との理解が可能ならば，同じく。句「顕揚聖教」の「聖教」
　　は『喩伽野地論』のみならず，引用されている阿含経典をも含み得ると理解されよう。つまり『喩導師
　　与論』のみならず，この喩平行学派の思想とその実践体系のすべてが佛陀の教法の正統な継承であるこ
　　とを立証する「聖教」（阿含）をも意味することになろう。
　（2）第三偶。句「慈悲故」は①「昔，穿れ無著は彼れ計り聞」いた教説を，「今當に地中の要を錯綜し」
　　て著者無著の「慈悲故に」人々に説示する意とも，②「聖教を顕揚」したこの論書（r顕揚聖教論』）は
　　著者無著の「慈悲故に」「文約やかに義周ねく而して暁り易」いの意とも理解さ；れる。ここでは仮に後
　　者に理解した。いずれに理解するとしても，仏教徒本人が自己の行為について「慈悲故に」と述べるこ
　　とには疑問を抱かざるを得ない。たとえば上野の初転法輪について，後代の人々が「佛陀は慈悲の故に
　　説法に転じた」と説明することはあっても，梵天の勧請によるとはいえ賢士自身が自ら「慈悲の故に説
　　法を始める」と述べることはないであろう。かような違和感は，あるいは「文約やかに義周ねく而して
　　至り易し」という「絵りにも自誇的な表現」からしても「無著自身が自己の論著に附せる偶頬と考ふよ
　　りは，寧ろ後世の添加に属するものと見るべき」〔上村32〕との見解が生じる所以でもあろう。
　（3）　『喩事師地響』の唱柁南やr大乗荘厳経論』の要約の財団が，主題などの項目名を列挙することはよ
　　く見られることである。その場合，項目名の数え方は定かならざることが多々あり，注釈に依拠せさる
　　をえない。かようなことを考慮するとき，第四偶d句が「十一品」と理数を述べるのは，上記同様この
　　偶頒が「寧ろ後世の添加」である疑いを抱かせるものである。いずれにせよ帰敬偶において章数を明言
　　する他の用例を見いだす必要があろう。
（5）　〔山口35〕，L．　Schmithausen，1）67ム今日∂解．αわsc加漉勿4θ7　y勿∫ヨαηαεα吻8翅野掛4θ7　y∂g∂o彦勉δ勧甥功，
　長尾雅人『掻大乗論』上・下（講談社　S．57，62）あるいは〔Schilnithausen　87〕などの無論孜の註記に
　多々引用されている『顕揚聖教論』の当該個所を見られたい。
（6）第二章は〔向井79〕，第四章は〔早島89c〕を見られたい。
（7）　〔談玄〕、〔尊王24〕参照。
（8）　「五喩伽地　pahcayogabh亘mi」に関しては早島「喩伽行唯識学派における入無相方便相の思想」（印佛
　研22－1，1974），同「唯識の実践」（講座大乗仏教8r唯識思想』1982）参照。
（9）大31，480br摂事，浄義，成善巧，無常，苦，空，與無性，現観，喩伽，不思議，摂勝決揮，十一品。」
　（帰中畑第四偶）
OΦ　長尾雅人r摂大乗論』上（講談社，東京，昭和57年）p．14，p．48
0D　〔上村32〕
⑫　　〔勝呂89〕p。192
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㈹　大31．545a「無期悪熱臣事最中」
O◎　大31．480b
㈹　大31．480cr阿陀名識尽深目，一切種子如越流，我於凡愚不開演，恐彼分別執為我。」，この守内r解深
　密経』（大4．692c，SNS　p．581．20f．）．『唯識三十論』Trilh　p．34，『摂大乗論』（長尾上掲書）p．83等にも引
　用。
㈹　ASBh．　p．1421．10，§199　b（2）“vastusalhgrahamukhalh　yatra　s耐ramukhalh§ikSaryasatyavastvadi§u
　pratipadyate”
㈲　「別事分」は「契取違択摂」（大30．772c・868　c）と「調伏事総択摂」（大30．868　c－878a），及び「本
　母事序弁摂」の三部（大30．878a－881　c）から構i成される。これら三者は順次「読経事摩調理迦」（大30．
　773a）・「諸経宗要二十理迦」（大30．868b），「毘奈耶壷焼咀理迦」（868　c）・「調伏宗要摩咀理迦」（878
　a），「分別法相摩咀理迦」（878b）・「摩咀理迦所有宗要」（881　b）とも称される。なお，「摂事分」の
　「研削事序弁摂」とマートリカーの関係については，〔勝呂75〕，〔向井85〕p．6，〔袴谷82〕，その他，桜部
　健r倶舎論の研究』（京都，法蔵館，1969）pp．23f．
㈹　大30．772c；cf．〔向井　85〕p．9和訳
⑲　デルゲ版zi　128　a　3；〔向井85〕の注09
⑳　　『雑阿理経』の本来的な構成は〔向井85〕に従う。
¢1）YBh　pp．71，1．12f，大30．249　a；「意地」の九の主題事項（vastu）とは，（i’）有情（五取薙）の主題事
　項（sattva・vastu，有情事），（ii’）受用（十二庭）の主題事項（upabhoga－v。受用事），（撮’）生起（縁起）
　の主題事項（utpattトv。，生起事），（iv’）安住（四食）の主題事項（sthitrv。，安住事），（v’）雑染と清
　浄（四聖諦）の主題事項（upakle§a・vyavadana－v。，雑染清浄事），（vi’）差別（無量界）の主題事項
　　（vaicitrya－v。，差別事），（v韮’）説者（佛及び佛弟子）の主題事項（dai§ika・v。，説凶事），（壷’）所説（四
　念中等の菩提分法）の主題事項（de6ya－v。，所説事），（ix’）衆会（刹帝町衆等の時衆）の主題事項
　　（pari§ad－v。，衆会事）である。この九の主題事項名はまさしく「四阿含」の章構成に他ならない。〔向井85〕
　参照。
㈲　　〔向井85〕；向井亮「『喩伽論』の縁起説と『因縁相応』の教説」，印仏研32・2，S．59．3；同rr雑阿含』
　の構成について」宗教研究第242号，S．55．2；『雑阿含経論』，台北，新文豊出版公司，民国72年（1983．7）；
　印順編『雑阿含町会編』，台北，漫文豊出版公司，民国72年（1983．1）
㈲　【B】（2）の（1）「一切佛語言事摂」参照。「摂事」については，この他にr解深密経』（SNS　pp．150f．，大16．
　708c）にも見られる。この『解深密経』の一文は，『顕揚聖教論』にそのまま引用される（大31．581　c；
　cf．《W》【B’】（2’））。『目深密陀』は，契経の主題事項として四種・九種・二十九種を挙げるが，『顕揚
　聖教論』の引用では二十九種の主題事項とは『唐笠九事経』のものであることを殊更付加している。r遍
　甚九碁戦』については未調査。なお，『解深密経』の九種の主題事項は「意地」のそれと一致する（cf．〔向
　井85〕）。また，この『解糖密経』の記述によれば律とマートリカーの「隠事」は，主題事項ではなく，相
　　（1aksa耳a）を用いている。
㊨　大30．773ar方広名大乗相応前浜此分別義如継切知」；「摂時分」の全てがマートリカーと言われる時
　　〔注⑭〕，「菩薩地」が「菩薩蔵マートリカー」（bodhisattva・pitaka－mat磁a，　BBh．　p．409．11f）とも称され
　ることに注意すべきである。この「菩薩地」は『十地区』のマートリカーでもある。すなわち，菩薩の十
　地なる〔主題事項〕に従って『隔地経』所収の仏の言葉を解明したものである（BBh　p．332．1．20f）。但
　し「菩薩地」は『菩薩地持経』（T．No．1581），『菩薩善戒経』（T．　No．1582）なる経として認められること
　もある。『解深密経註解』〔野沢57〕p．119が「菩薩地」BBh　p．292をagamaとして引用するのも「菩薩地」
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　を経と認めているからであろう。「菩薩地」をマートリカー（abhidharma論）とみなす立場と，経とみ
　なす立場との二つが考えられる。初期唯識文献における論的な経（cf．　r討匪密経』・『大乗阿毘達磨経』）
　との係わりが論究されねばならないであろう。；「菩薩地」の「菩薩蔵」については，高崎直道「喩伽行
　派の形成」（講座大乗仏教8，春秋社，東京，S．57），その他BHSD等参照。
㈲　《1V》【B’】（2’）参照。
㈹　喩伽行派は「声聞蔵」と「菩薩（大乗）蔵」の二蔵を認めていた。早島理「経律論」（長崎大学教育学
　三社会科学論叢　第33号，1984）；『喩伽論』大30．654b；『顕揚聖教論』大31．510a；ASBh　p．1161．10f
　（§138），大31．752c等；「摂二品」では，九の主題事項中最初の「一切事」の冒頭（大3L480　b）で一
　旧事とは心・心所有・色不相鷹無為の五事であると規定した後に「総摂菩薩蔵」と宣言する。筆者にはそ
　の意図がよく分からない。臣事（五位）という小乗（声聞蔵）的な法体系の中に三性説（大31．484c）な
　る大乗（菩薩蔵）的な法体系の意味を持たせようとしたのであろうか。
㈱　大31．500ar前の九事の中，初の（1）一切事は，二の所依と爲る。一には雑染の所依，二には清浄の所依
　〔と爲る〕なり。次の二事に由りて雑染を摂す。一には（2）二二に由りて，二には（3）雑染事に由りて〔諸雑
　染を摂す〕なり。後の六事に由りて諸の清浄を摂す。一には（4）諦事に由りて，二には（5）依止事に由りて，
　三には（6）毘分事に由りて，四には（7）衆生事に由りて，五には（8）果事に由りて，六には（9）功徳事に由りて〔諸
　清浄を摂す〕なり。二種の事に由りて雑染を摂す中，雑染の所依なるが故に〔（2）界事を〕，雑染の差別な
　るが故に〔（3）雑染事を建立する〕なり。六種の事に由りて清浄を摂す中，清浄の境界なるが故に〔（4）諦事
　を〕，境界の中に於て心は不流散なるが故に〔（5）依止事を〕，不散齪に由りて所縁の境に於て正に方便する
　が故に〔（6）中分事を建立する〕なり。正に方便せる者の位の差別の故にと及び言説等の因なるが故に〔（7）
　衆生事を〕，正に方便せる果なるが故に〔（8）果事を〕，彼の果の功徳なるが故に〔（9）功徳事を建立する〕な
　り。此の中，位の差別なるが故にと言説等の因なるが故にとの此の二は，（7）衆生事を建立すると鷹に知る
　べし。…〔中略〕…是の因縁に由りて，此の九種の事の数の決定と及び次第の決定とを，鷹に知るべし。」
〈九事一覧表〉
振出染
（2）忌事（雑家所依）
i3）二二事（二三差別）
（1）一切事（雑染所依・清浄所依）
@　　　　（1－a）心事
@　＿　（1－b）心所有事　　五　　　　　（1－c）色事　　事　　　　　（1－d）不相飛騨
@　　　　（1－e）無為事
掻清浄
（4）諦事（清浄境界）
i5）依々事（於境界中心不流散）
i6）面分事（由不散齪於所縁境正方便）
i7）衆生事（正方便出直差別・言説等因）
i8）果事（正方便果）
i9）功徳事（彼果功徳）
㈱　デルゲ版　Tshi．161a　4，大30．345　a
㈲　デルゲ版　Tshi．161a　5，大30．345　a
⑬①　「契経直販摂」では主題事項が結集者の所作に帰することを言明するのみで，「聞所成地」のように設
　定（prajiapti）とは言わない。これは両文献の該当箇所の時代的・思想的相違に起因するのかもしれない。
Gl）　「聞所畑地」を喩伽行派の文献史・思想史の上で如何に位置付けるかが問題となるが，この内明（a）
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　vastu・prajiapti－vyavasthanaは，　dharma－prajiapti－vyavasthanar法假安立」の先行概念であろう。内明（a）
　は主題事項を契経・毘奈耶・マートリカーの「三蔵」として設定するが，そもそも向丘行派にとって「三
　蔵」とは「声聞地」（大30．418b，　SBh　pp．135f；r顕揚聖教論』大31．508　cに引用），　r集論』（大31．686　a，
　cf．743　b，　ASBh　pp．95f（§112））に見られるように，佛の所説の十二分教を再配分したものである。ここ
　で問題とするdharma－prajiaptiのdharma　とは，素無記等の十二分教の各支分を指す。　dharma・
　prjiaptiについては，　BBh　p．29211．14；MSA　pp．167f．；MVBh　p．361．2f．及びMVT　p．20911．13f．；r顕揚聖
　教論』大31．519b：〔野沢57〕p．19ff．等。；『由仁密画』（『顕揚聖教論』にも引用）でも主題事項の設定
　を論じる。『解由密経』該当箇所の要旨を簡潔に言えば，仏の言葉は契経・毘奈耶・マートリカーとして
　集成されるが，それら三者は所詮化身の方便善巧として説かれたのであり，如来の甚深密意に悟入するた
　めには，「三蔵」所収の仏の言葉によるのではなく，契経・毘奈耶・マートリカーに関する外道とは不霊
　通の陀羅尼によると言う（大16．710b，SNS　pp．150　f）。
㈱　　〔前田64〕p．457；cf．早島理「経律論」（前掲）
㈹　大1．49b，　Dasuttara－suttanta，　Diganikaya，（PTS　ed）．　vol皿；大1．52c，　Salhgiti－suttanta，
　Dighanikaya，（PTS　ed）．　vo1皿
㈱　この箇所の喘柁南及び釈が『出面論』からの引用であることは，「蔵要」脚注44b；〔勝呂89〕p．139注
　⑬
㈲　　「蔵要」44b（「蔵出」脚注）「此同志伽巻十三聞所寒中明第四由佛教所鷹知相。彼用増十法門標列名数，
　雲母三期而出。故今但挙卿名，不日列法。」；その他〔呂徴24〕
㈹AKBh．　p．359．11．8f　r佛の正法（saddharma）は，教法と証法からなる（agamadhigamatmaka）」；例え
　ばこの【B】（3）の「於前九二」を受けて第三章「成善巧品」（「復次外壕論膿九事等中書善了知七種善巧」
　大31．545）が説かれる。ここでは修行者が仏の言葉（仏所説の教法）を善巧として「聞」「思」するため
　の準備的修行段階の修学を論じる。その後の第四章「成無常品」以降の「成○○品」は，仏の言葉を修行
　者自身が暫時に証得してゆくため（証法）の本格的な修学つまり「修」を論じる。これらの章は，【B】
　（3）中の「欲正修行遍知等功徳」を受けて説かれるのである。すなわち「成無常品」では「舞踏出先所説『若
　欲正修行遍知等功徳』者謂遍知苦等。云何於苦遍知。謂於苦諦遍知無常苦空無我。今随時第鷹廣成立」（大
　31。547c）と為し，次第して苦諦の四行相の「遍知」を論じる（「成鎮静」大31．551ar如是成立無常相
　已云如成立観相。」；「成空品」大31．553br如是成立苦相。云何成立空相。」；「成無性品」大31。557b
　「累次『成三品』中旬成立衆生無我非法無我。今為成立法無我故説成無性。」）。続いて「成現観品」では
　三子の永「断」（大31．561a）や「証」（大31．561　b）を，また「成喩伽品」では「集」（大31．563b）を，
　そして「成不思議品」では八「功徳」の具備（大31．564c）を論じる。さらに「成不思議品」の最後では
　一連の「成○○品」を結論づける。そこでは修行者の獲得した不可思議とは，教法（agama）と証法
　　（adhigama）の二つに基づくものであるという。「管下。由五霞山並不可思議庭不鷹豊楽思惟。県立仏所説
　故，及於四諦中細相違『詳知』r断』r証』r修』故。又，略由二因故。謂r教』（＊agama）及r証』
　　（＊adhigama）。『教』詠出佛r所説』（＊de§ana）。　r証』謂r遍知』苦等」（大31．564　c）。「成○○品」は
　「成善巧品」が教法agamaの修学を，また残りの「成○○品」が証法adhigamaの修学を論じているの
　である。；agama（de§ana）とadhigamaについては〔野沢57〕p．19及びその注参照。
鋤　十種法行は「心事品」（大30．491a）で既述。これは『喩伽論』「摂決美談菩薩地」（大30．706　c）の記述
　を前提としてものである。なお「摂決通分」の十種法行は「録事分菩薩地」成熟品の成熟方便（paripaka－
　upaya，　BBh．　pp．80f，大30．497　a）を決外したものである。その他MSA　p．183，　MVBh　p．631．12f，　MVT　p．
　2111．10，『摂大乗論』無性釈　大31．424c
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⑬　abhlpraya・nayaは意趣理門（大30．653　c），意楽理趣（大31．766　c）とも訳される。
㈲　　「摂決平分　聞所成慧地」内明引決択　大30．653c（r顕揚聖教論』大31．509に引用）；その他r阿毘
　達磨雑集論』大31．766c，　ASBh．　p．244．§199A（x），『解深密経』大16．686　a（『顕揚聖教論』に引用，大31．
　582c）。
㈹　大30．656c，「新報証得所鷹州旗由能証得所得義故」
ω　r阿毘達磨雑集論』では，雑阿含『黒味経』（おvada－s亘tra；大2．2c，SN　22．26－28）を典拠として六種
　理趣を説く〔（α’）と（β’）の関係〕。一方，その同じr愛味経』を典拠とて苦諦の「遍知」などの十の
　証得を説く〔（α）と（β）の関係；cf．註㈹【圃】参照〕。
㈲　デルゲ版Tshi．165b　6，大30．347　a
㈹　大31．502a；cf．〔向井79〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
㈹　　〔向井79〕「摂浄義甲」シノプシス
㈲　註㈹参照
㈲　　「〔教説には，蔵に包括される教説（捕所摂）とマートリカーに包括される教説（四十理甲所摂）と，
　その両者に包括される教説（二所摂）の三者がある。その中で〕
【1】　藏に包括される〔教説〕とは，「声聞藏」と及び「大乗藏」〔の教説〕である。
【∬】　マートリカーに包括される〔教説〕とは，十七の『地（bhimi）』と四の『摂（sa血graha4i）』〔の
　　教説〕である。
【皿】　その両者に包括される〔教説〕とは，要約すれば十種ある。すなわち，①真実の定義の教説，②
　　遍知の教説，③鷹断の教説，④証作の教説，⑤乳搾の教説，⑥品種差別の教説，⑦所依と能依の関
　　係の教説，⑧遍評判を障帯する法の教説，⑨遍平等に随順する法の教説，⑩不即知等における華北
　　と遍知等における功徳（勝譜利益）の教説とである。このように，一切の藏に包括される〔教説〕
　　と及びマートリカーに包括される〔教説の両者〕を包括する〔教説〕を総略のマートリカー（総略
　　摩咀理迦）と名付ける（『喩倣論』大30．654b，　r顕揚聖教論』大31．510．a，デルゲ版zi　188b）。」
　以上の一節はのうち【皿】は，『喩伽師地論』自身が『喩伽師地論』を規定したものとして，幾人かの学
者の注目を引くところである（〔目弾24〕，〔Wayman　61〕，〔向井85〕）。しかし，この節全体に対する見解は
寡聞にして不明。喩学行派の教説観は，「蔵」「マートリカー」の内容規定をも含めて，改めて考察する必要
があろう。尚【皿】の十種の教説は『阿毘達磨塁砦』（ASBh。　p．145）にも見られる。これは先の六種理趣
が典拠とした『愛写経』を用いて，十種の教説を解釈するものである。また，【B】（3）の二種の思惟の方法
に基づいた思惟内容（無量問答差別）が『喩伽論』に記載されるところのものであったことは，【皿】のマー
トリカーと言うことに関連しよう。
㈲　　『顕揚聖教論』の原名には幾種かの想定が試みられている。詳細は〔向井79〕。筆者は，まだ『顕揚聖
　教論』の原名を想定しえない。現段階ではPoussinの・4ηα468α擁磁11y砂απαを最も妥当なものと考えて
　いる。
㈹　大31．581c；註⑯㈱参照
㈲大2，276a，SN21．5，　cf．　ASBh　p．14311．3f
⑩　本稿の仮説に従えば，上掲の科文〈「摂理決択品」，2－9－2＞以下は次のように再構成されるであろう。
　なお＊を付した科段は筆者が補ったものものである。
　　2－9－2　　　　不共六義＊　　　　　　　　　　　　　　220a，580　c
　　2－9－2－1　　　　　五因種姓差別義〈ka．11－41＞　　　　220　a，581　a
　　2－9－2－2　　　　　十因大乗仏説義　　　　　　　　　　　221a，581　b
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2－9－2－3
2－9－2－4
2－9－2－5
2－9－2－6
2－10
2－10－1
2－10－1－1
2－10－1－2
2－10－1－3
2－10－2
2－10－3
　　　　　　六因多佛倶出義
　　　　　　六因仏説一乗義
　　　　　　諸仏平等義
　　　　　　佛事任運義
総科簡決択＊
　　　三蔵所説＊
　　　　　　経
　　　　　　　律
　　　　　　本母
　　　経義略説＊
　　　結鋸五地
〈ka．11－42＞
〈k亘．11－43＞
〈ka．11－44＞
〈ka．11－45＞
〈ka．11－46＞
221a，581b
221b，581　b
221b，581　b
221b，581　c
221b，581　c
221b，581　c
222b，582a
222b，582a
225a，583a
225a，583b
〔略号〕
AKBh，　Al）hidharmako6al）a§ya（Pradhan　ed．）；ASBH，　Abhidharmasamccayabha§ya（Tatia　ed．）；BBh，
Bodhisattvabh且mi（Wogihara　ed．）；BHSD，　Buddhist　Hybrid　Sanskrit　Dictionary（Edgerton）；MVBh，
Madhyantavibha亘ga§astra（Nagao　ed．）；MVT，　Madhyantavibhahgatika（Yamaguchi　ed．）；MSA，
Mah五yanasαtralalhkara（Levi　ed．）；SN，　Sa！hyutta　Nikaya；SNS，　Salhdhinirmocana－s亘tra（Lamotte　ed．）；
§Bh，　Sravakabhαmi（Shulda　ed．）；Trirh，Tri！h§ika（Levi　ed．）；YBh，　Yogacarabh血mi§astra（Battacarya　ed．）
